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１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を

実
施
し
ま
し
た

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を

実
施
し
ま
し
た

「
２
０
１
６
年
ジ
ュ
ニ
ア
・

サ
ミ
ッ
ト
in
三
重
」
の
参
加
者

が
当
市
に
も
や
っ
て
来
ま
す

「
２
０
１
６
年
ジ
ュ
ニ
ア
・

サ
ミ
ッ
ト
in
三
重
」
の
参
加
者

が
当
市
に
も
や
っ
て
来
ま
す

お
も
て
な
し
会
議
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す

お
も
て
な
し
会
議
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す

クリーンアップ活動

　
伊
勢
市
で
は
、
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
を
契
機
に
、
市
民
お
よ

び
事
業
者
の
「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
育
む
と
と
も
に
、
伊
勢

を
訪
れ
る
人
た
ち
を
「
お
も
て

な
し
」
の
心
を
持
っ
て
温
か
く

お
迎
え
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何

度
も
訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る

ま
ち
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昨
年
７
月
に
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ

ッ
ト
伊
勢
お
も
て
な
し
会
議
」

を
設
立
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

会
議
は
、
伊
勢
市
、
商
工
・
観

光
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者
な

ど
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、
外

国
人
観
光
客
向
け
指
差
し
会
話

補
助
シ
ー
ト
や
、
つ
り
下
げ
旗

の
制
作
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
前
後
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
確
保
の

た
め
、
交
通
規
制
な
ど
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理

解・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
伊
勢
お

も
て
な
し
会
議
で
は
、
２
月
14

日
㈰
に
、
伊
勢
市
駅
・
宇
治
山

田
駅
周
辺
、五
十
鈴
川
駅
周
辺
、

二
見
浦
駅
周
辺
で
、
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
直
前
ま
で
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
開
始
時
間
に
は
雨

も
や
み
、
約
９
６
０
人
が
参
加

し
て
清
掃
活
動
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

伊勢志摩サミット開催に向けて④伊勢志摩サミット開催に向けて④
企画調整課（☎�５５６７）

サミット開催まであと55日 （４月１日現在）

５月26日・27日

指差し会話補助シートのイメージ(右)と
つり下げ旗のデザイン(左)

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
Ｇ
７
各

国
の
若
者
が
国
際
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
う
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
ミ

ッ
ト
が
、
４
月
22
日
㈮
〜
28
日

㈭
に
、
桑
名
市
を
主
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
開
催
期
間
中
、
参
加
者
が
分

散
し
て
三
重
な
ら
で
は
の
体

験
・
交
流
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
伊
勢
市
に
も
１
グ
ル

ー
プ
が
や
っ
て
来
ま
す
。

三重県ボランティア連絡協議会が

　三重県ボランティア連絡協議会は、伊勢志摩
サミットを目前に控え、次のとおり、清掃活動
および不審物などの確認活動を行います。
　皆さんのご参加・ご協力をお願いします。
と　き　①４月 10日㈰・②５月８日㈰、午前

８時 30分～（１時間程度）〔雨天中止〕
ところ　①伊勢市駅・宇治山田駅周辺（集合場

所：伊勢市駅前広場）、②内宮周辺（集
合場所：宇治浦田観光案内所前〔内宮
B2駐車場横〕）

問い合わせ先
　事 務 局（☎ 090・5614・5519）
　泰道さん（☎ 090・4863・9341）
※清掃用具は、各自ご持参ください。（ごみ袋は準
　備します）

「クリーンアップ作戦＆
見守り・見回り活動」を実施

おもてなし会議
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障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
正

当
な
理
由
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し

た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る

よ
う
な
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
な

ど
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求
め

る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い

範
囲
で
、
社
会
的
障
壁
を
取
り

除
く
た
め
に
必
要
で
合
理
的
な

配
慮（
合
理
的
配
慮
）を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
や
利

益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
、
差

別
に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、「
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
」
と
「
合
理
的

配
慮
の
不
提
供
」
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。

※
民
間
事
業
者
に
お
け
る
合
理

的
配
慮
の
提
供
は
、
努
力
義
務

　
国
は
、全
体
の
方
針
と
し
て
、

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

基
本
方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
主
務

大
臣
が
、
国
の
基
本
方
針
に
沿

っ
て
、
事
業
者
が
適
切
に
対
応

障害者差別解消法Ｑ＆Ａ
Ｑ．「合理的配慮」の具体的な例を教えてください
Ａ．どのような配慮が合理的配慮に当たるのかは個別のケースで異な

ります。市では、合理的配慮の好事例を募集し、寄せられた事例
を公表しています。（事例は市のホームページに掲載しています）

Ｑ．行政機関（国・県・市など）が「不当な差別的取扱い」を行ったり、
「合理的配慮」を行わなかったりしたときの相談窓口はどこです
か？

Ａ．その行政機関の苦情相談窓口へお申し出ください。伊勢市の場合、
市職員の対応に問題がある場合などは、その職員が所属する部署
へお申し出ください。担当部署が不明などの場合は、高齢・障が
い福祉課へご相談ください。その他、人権に関わる相談であれば、
津地方法務局伊勢支局（☎�６１５８）へご相談ください。

Ｑ．雇用における障がいのある人に対する差別も、この法律の対象に
なるのですか？

Ａ．なりません。雇用の分野における差別については、相談や紛争解
決の仕組みを含め、障害者雇用促進法で定められています。

す
る
た
め
に
必
要
な
「
対
応
指

針（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
を
事

業
分
野
ご
と
に
定
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
機
関
な
ど
は
、
国
の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
、
職
員
が
こ

れ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に

必
要
な
「
対
応
要
領
」
を
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

に
よ
る
対
応
要
領
の
策
定
は
努

と
な
り
ま
す
。

　４月１日から、「障害を理由とする
差別の解消の推進に関する法律」（障
害者差別解消法）が施行されます。
　この法律は、全ての国民が、障が
いの有無によって分け隔てられるこ
となく、相互に人格と個性を尊重し
合いながら共生する社会の実現を目
的としています。

障害者差別解消法が
施行されます

平成28年４月１日

高齢・障がい福祉課（☎� 5558、FAX⑳ 8555）

　
障
が
い
を
理
由
と
す
る

　
差
別
と
は
？

力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

伊
勢
市
で
は
、
法
の
趣
旨
を
み

ん
な
が
理
解
し
、
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
に
、
対
応
要
領
を
策

定
し
ま
し
た
。

※
対
応
要
領
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

不当な差別的取扱い 障がい者への合理的配慮

国の行政機関・
地方公共団体など

不当な差別的取扱
いが禁止されます。

障がい者に対し、合理
的配慮を行わなければ
なりません。

民間事業者（※） 不当な差別的取扱
いが禁止されます。

障がい者に対し、合理
的配慮を行うよう努め
なければなりません。

※民間事業者には、個人事業者、NPOなどの非営利事業者も含みます。

禁止

禁止

法的
義務

努力
義務

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の

　
ポ
イ
ン
ト

　
具
体
的
な
対
応
と
し
て
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「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
と
は
、
人
口
減
少
に
立
ち

向
か
う
た
め
の
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
自
治
体
が
、
地
域
資
源

の
認
知
度
・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
や
、
産
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
消

費
拡
大
な
ど
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
を
目
的
と
し
て
取
り
組
む

広
報
活
動
な
ど
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
伊
勢
に
縁
あ
る
人
た
ち
の
伊

勢
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
高
め
な

が
ら
、
定
住
人
口
と
交
流
人
口

に
対
す
る
プ
ラ
ス
の
影
響
を
引

き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

地
域
資
源
の
再
発
見
・
磨
き
上

げ
と
発
掘
、
そ
の
魅
力
の
市
内

外
へ
の
発
信
を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
の
中
長
期
的
な
方
向
性

・
２
月
１
日
に
開
設
し
た
「
伊

勢
市
情
報
発
信
セ
ン
タ
ー
」
の

東
京
事
務
所
と
伊
勢
事
務
所
を

通
じ
て
、
伊
勢
市
の
自
然
・
歴

史・文
化・食
な
ど
の
魅
力
を
、

国
内
外
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

・
伊
勢
市
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を

表
現
し
た
自
治
体
名
称
ロ
ゴ
を

作
成
し
、
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
や
市

政
全
般
で
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

・
国
際
テ
レ
ビ
番
組
を
制
作
・

放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
映

像
を
利
用
し
て
各
種
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。

・
市
民
や
学
生
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
伊
勢
市
の
魅
力
や
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。

を
ま
と
め
た
「
伊
勢
市
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

※
本
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http:// w
w
w
.city.

ise.m
ie.jp/13399.htm

）お

よ
び
企
画
調
整
課（
市
役
所
本

館
・
２
階
）で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

伊
勢
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

平
成
28
年
度
に
予
定
し
て
い
る

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介

企
画
調
整
課
（
☎
�
５
５
１
０
）

伊勢市の魅力を市内外へ
発信していきます

　今年から、伊勢志摩サミット（本年５月26日・27日）、
全国菓子大博覧会・三重（平成29年）、全国高等学校総合
体育大会（平成30年）、国民体育大会（平成33年）など、伊
勢志摩地域で、また伊勢市内で、大きなイベントの開催
が続きます。
　これらの機会を生かして、伊勢市の魅力を市内のさま
ざまな立場や世代の人たちに再発見していただけるよう、
また、市外・国外の人たちにも伊勢市の魅力を知ってい
ただけるよう、取り組みの改善・充実を図りながら、シ
ティプロモーションを進めていきます。

　今後、「広報いせ」で、伊勢市の地域資源に関する市民
の皆さんの意識や市の取り組みについて紹介していきま
す。
※５月１日号では、約1,100人の市民・学生にアンケート
　でお聞きした伊勢市のさまざまな魅力を紹介します。

予
算
額　
１
３
９
２
万
２
千
円
（
番

組
制
作
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
）
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　伊勢市では、安心して子育てをしてもらえるよう、平成28年４月
から「利用者支援事業」を開始します。
　利用者支援事業とは、利用者支援専門員が子育てについて一緒に
考えたり、必要な情報を提供したり、適切なサービスの紹介や支援
機関への連絡・調整を行う事業です。
　子育て世帯が集まりやすい場所である「子育て支援センターきら
ら館」で、子どもを遊ばせながら気軽に相談できます。子育てに関
して困ったときなどは、ぜひご相談ください。

相談窓口
子育て支援センターきらら館
所 在 地 　常磐２丁目4－40
電話番号　☎�5592
開館日時　火～日曜日、午前９時～　
　　　　　午後４時
※祝日の翌日は休館となります。
※月曜日が祝日の場合、月曜日は開館し、
　火曜日を休館とします。

こんなときは利用者支援専門員にご相談ください
・なかなか離乳食を食べてくれない…。
・来週１日だけ子どもを預かってほしい…。
・最近、子育てがしんどい…。
・子どもを預けて働きたいけど何をしたら
　いいのかな？
・うちの子、よその家庭の子より落ち着き
　がない気がする…。

・相談、助言
・子育て支援関係施設と
　の連絡・調整
・個別ニーズの把握
・子育てに関する情報収
　集・情報提供　など

・保育所、幼稚園、認定こども園　　　　　・心身障害児通園施設 おおぞら児童園
・子育て支援センター　　　　　　　　　　・中央保健センター（ママ安心サポートいせ）
・いせファミリー・サポート・センター　　・民生委員・児童委員、主任児童委員
・病児保育エンゼル　　　　　　　　　　　・小学校・中学校
・こども家庭相談センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

相談

連絡・
調整

利用者支援
専門員

   　　　に関する
困り事はありませんか？

子 育 て

こども課（☎� 5579）

〜４月から利用者支援事業を開始〜

子育て支援関係施設

予算額　874万円（国・県交付金収入あり）
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　現在の市役所本館は、昭和40年に建設され、築50年が経過していることから、天井、床、空調
など各設備の老朽化が著しい状態にあります。このことから市では、これからも市民の皆さんが利
用しやすく、また皆さんに親しまれる環境を築いていくために、改修工事を行います。
　工事に伴い、現在の市役所本館および東庁舎に配置された部署が一時移転します。皆さんにはご
不便をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

◆改修内容
 ・本　館…照明器具、空調・換気設備、天井、床、屋上、壁面（外壁・
　　　　　窓・内部間仕切りなど）、電気配線、給排水・ガス管、消火
　　　　　設備、耐震性能の向上、庁内レイアウトなど
・東庁舎…外壁防水、庁内レイアウトなど

◆改修に伴い本庁舎の部署の一部が一時移転
　現在、市役所本庁舎（本館・東庁舎）にある部署の一部が、小俣総合
支所、御薗総合支所、旧消防本部および消防署、旧さくらぎ保育所に
移転します。移転先および移転時期は、左ページのとおりです。
※詳細な移転日程などは、一時移転をする前に、「広報いせ」や市のホーム
　ページでお知らせします。

改修スケジュール（予定）
平成28年 平成 29年 平成 30年 平成 31年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

一時移転先
工事

引っ越し

市役所改修
工事

※工程の調整などにより変動する場合があります。

一時移転先工事
小俣・御薗・旧消防
旧さくらぎ保育所

一時移転先工事
（小俣・東庁舎）

一時移転先
原形復旧工事

一時移転先
原形復旧工事

第１弾引っ越し
一時移転先へ
引っ越し

第２弾引っ越し
一時移転先へ
引っ越し

第３弾引っ越し
本庁舎へ戻る
引っ越し

第４弾引っ越し
本庁舎へ戻る
引っ越し

市役所本館・東庁舎改修工事

市役所本庁舎の改修工事を
実施します 管財契約課（☎� 5526）

事業費　約15億3,800万円
10広報いせ ●平成28年４月１日号　　　広報いせ ●平成28年４月１日号



部署名

平成 28年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31年

市
役
所
・
本
館

１
階

収納推進課 本館 1階 東庁舎 3階 本館 1階

課税課 本館 1階 東庁舎 3階 本館 1階

戸籍住民課 本館 1階 東庁舎 2階 本館 1階

会計課 本館 1階 東庁舎 1階 本館 1階

２
階

総務課 本館 2階 東庁舎 4階 本館 2階

職員課 本館 2階 東庁舎 5階 本館 2階

管財契約課 本館 2階 東庁舎 4階 本館 2階

財政課 本館 2階 御薗 3階 本館 2階

企画調整課 本館 2階 御薗 3階 本館 2階

情報調査室 本館 2階 御薗 3階 本館 2階

観光振興課 本館 2階 御薗 1階 東庁舎 3階

観光誘客課 本館 2階 御薗 1階 東庁舎 3階

商工労政課 本館 2階 御薗 3階 東庁舎 3階

広報広聴課 本館 2階 東庁舎 4階 本館 2階

記者クラブ 本館 2階 東庁舎 4階 本館 2階

市長室 本館 2階 東庁舎 5階 本館 2階

副市長室 本館 2階 東庁舎 5階 本館 2階

秘書課 本館 2階 東庁舎 5階 本館 2階

３
階

議会事務局 本館 3階 小俣 3階 本館 3階

議場、委員会
室、議員控室 本館 3階 小俣 3階 本館 3階

４
階

監理課 本館 4階 旧消防 2階 本館 4階

維持課 本館 4階 旧消防 2階 本館 4階

基盤整備課 本館 4階 旧消防 2階 本館 4階

都市計画課 本館 4階 旧消防 2階 本館 4階

建築住宅課 本館 4階 旧消防 1階 本館 4階

7 ～
8月
第
１
弾

第
２
弾

4 ～
5月

第
3
弾

8 ～
9月

第
4
弾

4 ～
5月 部署名

平成 28年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31年

市
役
所
・
東
庁
舎

１
階

医療保険課 東庁舎 1階

介護保険課 東庁舎 1階

高齢・障がい
福祉課 東庁舎 1階

地域包括ケア
推進課 東庁舎 1階

２
階

環境課 東庁舎2階 御薗 2階 本館 2階

交通政策課 東庁舎2階 旧消防 1階 本館 4階

こども課 東庁舎 2階

こども家庭相
談センター 東庁舎 2階

福祉総務課 東庁舎 2階

生活支援課 東庁舎 2階

３
階

危機管理課 東庁舎 3階

防災施設整備課 東庁舎 3階

用地課 東庁舎3階 旧消防 1階 本館 4階

市民交流課 東庁舎3階 御薗 2階 本館 2階

検査室 東庁舎3階 旧消防 2階 本館 2階

人権政策課 東庁舎3階 小俣 1階 東庁舎 2階

４
階

選挙管理委員
会事務局 東庁舎4階 御薗 2階 東庁舎 4階

監査委員事務局 東庁舎4階 小俣 1階 東庁舎 4階

総務課（電算シス
テム係・情報推進係 ) 東庁舎 4階

小
俣
総
合
支
所

１
階

小俣生活福祉課 小俣 1階

社会教育課 小俣 1階

２
階

教育総務課 小俣 2階

学校教育課 小俣 2階

スポーツ課 小俣 2階

文化振興課 小俣 2階

３
階 教育研究所 小俣 3階 旧さくらぎ保育所 小俣3階

御
薗
総
合
支
所

１
階

御薗生活福祉課 御薗 1階

農林水産課 御薗 1階 東庁舎 3階

２
階
農業委員会事
務局 御薗2階 御薗 1階 東庁舎 3階

※二見総合支所については、移転はありません。

7 ～
8月
第
１
弾

第
２
弾

4 ～
5月

第
3
弾

8 ～
9月

第
4
弾

4 ～
5月

各部署の移転先と移転時期（予定）　　　　　　　　　   （部署名は平成 28年４月１日現在）
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第１回
～介護予防・日常生活支援モデル事業を始めます～

地域包括ケア推進課（☎� 5611）

地域で自分らしく暮らす

「騎馬戦型」

 65歳以上１人に対して、
20〜64歳は2.4人

（2012年〔全国〕）

 65歳以上１人に対して、
20〜64歳は1.2人
（2050年推計〔全国〕）

図①　騎馬戦型から肩車型へ
「肩車型」

シリーズ

　
今
年
２
月
末
日
現
在
、
伊
勢

市
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
３
万

８
２
６
３
人
で
、
高
齢
化
率
は

約
29
・
５
％
で
す
。
約
10
年
後

の
平
成
37
年
ご
ろ
に
は
、
推
計

で
３
万
７
８
８
８
人
と
な
り
、

65
歳
以
上
の
人
口
は
減
り
ま
す

が
、
高
齢
者
を
支
え
る
側（
20

〜
64
歳
）の
人
口
も
さ
ら
に
減

少
し
て
い
く
た
め
、
高
齢
化
率

は
31
・
9
％
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
今
後
は
、
図
①
の
よ
う
に
、

「
騎
馬
戦
型
」
社
会
か
ら
「
肩

車
型
」
社
会
と
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
市
で

は
、
今
年
２
月
末
日
現
在
、
す

で
に
約
１
・
８
人
の
若
者
で
１

人
の
高
齢
者
を
支
え
て
い
る
と

い
う
状
態
で
す
。

　
市
が
平
成
26
年
度
に
行
っ
た

「
高
齢
者
の
生
活
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」に
よ
る
と
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に

在
宅
生
活
を
希
望
す
る
高
齢
者

の
割
合
は
約
54
％
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
先
、
現
在
の
介
護
や
医

療
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
頼
る
こ

と
は
、
介
護
を
す
る
担
い
手
の

不
足
や
財
政
的
な
面
か
ら
見
て

も
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地

域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
、図
②
の
よ
う
に
、地
域
・

医
療
・
介
護
が
一
体
と
な
っ
た

生
活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
仕
組

み
を
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
と
呼
び
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

形
作
っ
て
い
く
上
で
、「
自
助
」

「
互
助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
協
力
し
合
う
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、「
互
助
」
の

◇自助…自分自身や家族などの支えによ
　　　　り、自分でできることは自分で
　　　　すること
◇互助…地域住民同士がお互い助け合う
　　　　こと
◇共助…介護保険・医療保険などの制度
◇公助…生活保護・人権擁護・虐待対策
　　　　などの制度

役
割
は
大
変
重
要
で
す
。「
互

助
」
と
聞
く
と
、
難
し
い
こ
と

の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
ひ

と
昔
前
に
よ
く
見
ら
れ
た
「
隣

近
所
の
付
き
合
い
」
が
基
本
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
地
域
で
互
い

に
助
け
合
え
る
仕
組
み
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
す
で
に
地
域
で
活
動
し
て
い

る
地
域
住
民
組
織
が
市
内
に
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
互
助
」

の
活
動
が
市
全
体
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

地
域
み
ん
な
で
助
け
合
う
「
互
助
」
の
広
が
り
を

地
域
・
医
療
・
介
護
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
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図②　地域包括ケアシステムの姿
病気になったら…

通院・入院通院・入院 通所・入所通所・入所

いつまでも元気に暮らすらめに…いつまでも元気に暮らすらめに…

医　療

住まい住まい

地域（生活支援・介護予防）地域（生活支援・介護予防）

NPO・民間事業者・生活支援サポーター・まちづくり協議会などNPO・民間事業者・生活支援サポーター・まちづくり協議会など

介護が必要になったら…

■介護予防サービス

介　護介　護

■在宅系サービス ■施設・居住系
　サービス

※
次
回
「
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す　
第
２
回
」
は
、

「
広
報
い
せ
」
５
月
１
日
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　地域での生活支援・介護予防のサービスを行
う予定の地域住民組織などに対し、その仕組み
の基礎をつくるため、今年４月１日から「介護
予防・日常生活支援モデル事業補助金」を交付
します。
　これにより、平成29年４月１日から開始する
介護予防・日常生活支援総合事業が円滑に行わ
れるような体制づくりを目指します。
補助対象内容
（1）訪問型サービス…利用者の自宅を訪問し、日
　 常生活上の掃除・買い物・調理・ごみ出し・
　 草引き・窓拭き・大掃除・見守りなどの生活
　 援助を行うサービス
（2）通所型サービス①…地域の「集いの場」で 
　 社会的参加を目的として、利用者が生きがい
　 を持ち、地域とのつながりを強化するための
　 運動・体操・会食などを定期的に行うサービス

（3）通所型サービス②…訪問型と通所型を複合的
　 に行うサービス（（1）と（2）の要件を満たすもの）
（4）通所型サービス③…介護保険施設などにおい
　 て、地域交流スペースや空きスペースなどを利用
　 し、地域住民と保健・医療・福祉専門職が協働
　 して行う介護予防教室や地域との交流・つなが
　 りを強化するための活動などを行うサービス
応募期間　４月１日㈮～５月31日㈫
※応募を希望する場合は、現時点で検討してい
　る事業内容について事前ヒアリングを行いま
　すので、地域包括ケア推進課へご連絡ください。
※詳しくは、要項をご覧ください。要項は、４
　月１日㈮以降、地域包括ケア推進課にありま
　す。また、市のホームページに掲載します。

要支援の人のサービスの一部が変わります
訪問介護・通所介護のほか

生活支援・介護予防を加え幅広いサービスを提供
　伊勢市では、平成29年４月１日から、「要支援１・２の人」の訪問介護・通所介護が「介護予防・日
常生活支援総合事業」に移行します。
　介護予防・日常生活支援総合事業では、今までの介護事業所による訪問介護・通所介護のほか、NPO
法人・一般企業・地域住民組織などによる生活支援（掃除・洗濯・買い物など）や、介護予防（気軽に集え
る場での交流・体操・会食など）が加わり、「要支援者になる恐れのある人」を含む幅広い利用者のニー
ズに合わせたサービスが提供されます。

介護予防・日常生活支援モデル事業を始めます
介護予防・日常生活支援モデル事業補助金を交付します

予算額　403万4千円

13　　　広報いせ ●平成28年４月１日号



岩手県市長会長

福島県市長会長 宮城県市長会長

　東日本大震災津波からの復興にあたっては、全国
の皆様から多くのご支援と励ましを賜り、心から感
謝申し上げます。
　岩手県では、平成28年に復興の架け橋として「希
望郷いわて国体・希望郷いわて大会」を開催します。
　全国の皆様に、ご来県いただき、岩手の魅力を知
って、買って、食べていただくこ
とが、復興の大きな力となります。
　今後とも、岩手の復興への歩み
と地域活性化に応援をお願いい
たします。

　福島県の市町村は、今日も、東日本大震災からの
復興に全力で取り組んでいます。
　私たち福島県民にとって何よりうれしいのは、全
国の皆さんに今の「がんばる福島県」を素直に観て、
食べて、飲んで、買って、ふれあって、笑顔の輪を
広げていただくことです。
　これまでのご支援に心より感謝申
し上げますとともに、変わらぬ応援
をよろしくお願いします。

　東日本大震災に係り、全国の皆様から温かいご支
援を賜り感謝申し上げます。
　ご支援により復興しつつある宮城県内各地に足を
お運びいただき、是非とも豊富な食材や自然、温泉、
歴史など各市の魅力を存分に楽しんでいただきたい
と思っております。
　皆様に安心して旅を楽しんでいただけるようおも
てなしをすることが、更なる復興の励みとなります
ので、今後も応援をお願いいたします。

盛岡市長  谷 藤 裕 明

相馬市長  立谷 秀 清 仙台市長  奥山恵美子

　尊い命が失われた東日本大震災が発生してか
ら、今年３月11日で５年が経ちました。
　被災地では、今も避難を余儀なくされている人々
がたくさんおり、復旧・復興に向けた取り組みが
引き続き進められています。
　このようなことから、全国各地の市長で組織す
る「全国市長会」では、被災三県の情報を全国に
発信することにより、被災地の復興を応援するこ
ととしています。岩手・宮城・福島の各県の市長
会長からのメッセージを紹介しますので、被災地
の復興に対する皆さんのご理解をお願いします。
　　　　　　　　　　　　  伊勢市長　鈴木健一

東北被災三県からの
メッセージ
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　狂犬病は、人を含む全ての哺乳類が感染する可能性があり、発
症すると治療することができない病気です。
　狂犬病は予防できる感染症です。現在、国内における狂犬病の
発生はありませんが、海外からの侵入に備え、日頃から予防して
おくことが大切です。
　市では、狂犬病予防注射（集合注射）を下表のとおり実施しま
すので、飼い主の皆さんは、必ず予防接種を受けさせてください。
　狂犬病予防注射は、法律で４月１日～６月 30日の期間に接種
することと定められています。下表の日程で接種できない場合は、
動物病院で接種してください。

◎飼い犬が死亡した場合や、住所の変更があった場合は、　
　必ず環境課へ届け出てください。
◎獣医師からの注射済証を持っている人で、注射済票の交
　付を受けようとする人は、直接環境課へお越しください。

環境課（☎� 5541）

狂犬病予防注射（集合注射）日程表
とき 地区名 実施場所

４月 ７日㈭

  9:00 ～  9:45 神社港 神社地区コミュニティセンター
前駐車場

10:10 ～ 10:45 御薗町高向 高向公民館11:00 ～ 11:15 新高公民館
11:30 ～ 11:45 一之木 一之木町会事務所
13:00 ～ 13:50 大湊町 大湊地区コミュニティセンター
14:10 ～ 15:10 御薗町長屋 御薗総合支所前駐車場

４月 ８日㈮

13:00 ～ 13:30 二見町今一色今一色西浜
13:50 ～ 14:25 二見町西 西コミュニティセンター
14:45 ～ 15:00 二見町江 江コミュニティセンター

15:20 ～ 15:50 二見町茶屋 二見生涯学習センター西側広場（※）

４月11日㈪

  9:00 ～  9:30 宇治浦田 宇治公民館
  9:50 ～ 10:35 中之町 伊勢古市参宮街道資料館
10:55 ～ 11:30 神田久志本町 旧伊勢市消防本部
13:00 ～ 13:25 岩渕 伊勢市役所裏
13:45 ～ 14:05 藤里町 JA伊勢蓮台寺柿共同選果場
14:20 ～ 14:40 前山町 前山町公民館前広場
14:55 ～ 15:15 大倉町 大倉うぐいす台公民館
15:30 ～ 15:50 佐八町 佐八町公民館

４月12日㈫

13:00 ～ 13:25 西豊浜町 西豊浜町森区公民館
13:45 ～ 14:10 東豊浜町 東豊浜町西条公民館
14:30 ～ 14:50 有滝町 有滝町民会館
15:10 ～ 15:20 村松町 北浜地区コミュニティセンター
15:35 ～ 15:50 東大淀町 JA伊勢 伊勢北部支店東大淀

４月13日㈬

  9:00 ～  9:55 八日市場町 福祉健康センター
10:10 ～ 10:50 辻久留 上社神社
11:15 ～ 11:40 船江 的場公園
13:00 ～ 13:35 船江会館
13:55 ～ 14:15 黒瀬町 黒瀬町公民館
14:35 ～ 15:00 一色町 一色町公民館

予算額　148万5千円
　　　　（全額が注射済票交付手数料などの収入を充当）

※どの会場でも受けることができます。
とき 地区名 実施場所

４月14日㈭

  9:00 ～  9:10 柏町 柏町公民館

  9:30 ～ 10:05 野村町・
小俣町明野

小俣北部公民館（明野第４地
内）

10:25 ～ 10:50 小俣町明野 小俣明野保健福祉会館（明野第３地内）
11:10 ～ 11:30 小俣町元町 下小俣公民館13:00 ～ 13:30 中小俣公民館
13:50 ～ 14:10 小俣町本町 南本町公民館14:30 ～ 15:15 小俣農村環境改善センター

４月15日㈮

13:00 ～ 13:20 津村町 津村町公民館
13:35 ～ 13:45 円座町 円座町自治会館

14:05 ～ 14:35 上野町 沼木地区コミュニティセンター
前駐車場

14:55 ～ 15:05 横輪町・矢持町 矢持会館前広場

４月18日㈪

  9:00 ～  9:40 小俣町湯田 湯田公民館
10:00 ～ 10:15 小俣町本町 上久保公民館
10:35 ～ 11:25 上地町 城田地区コミュニティセンター
13:00 ～ 13:20 城田団地東公園
13:40 ～ 14:00 小俣町宮前 松倉農村公園
14:20 ～ 14:40 宮川 宮川町民会館

４月19日㈫

13:00 ～ 13:30 楠部町 四郷地区コミュニティセンター
13:50 ～ 14:05 朝熊町 朝熊町公民館
14:20 ～ 14:30 朝熊市民館
14:50 ～ 15:10 二見町光の街光の街コミュニティセンター

４月20日㈬ 13:30 ～ 14:10 勢田町 三重県伊勢庁舎
14:45 ～ 14:55 宇治今在家町高麗広公民館

（※）二見公民館から二見生涯学習センター西側広場へ、場所を変更し
　　ました。

愛犬に狂犬病予防注射を
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市
税
の
納
期
内
納
付
に

　
　
　
　  

ご
協
力
く
だ
さ
い

３
月
31
日
ま
で
…
収
税
課
（
☎
�
５
５
３
７
）、
４
月
１
日
か
ら
…
収
納
推
進
課
（
☎
�
５
５
３
７
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
は
、
都
市
基
盤
や
産
業
基
盤
の
整
備
、
防
災
対
策
、

生
活
環
境
の
改
善
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
、
文
化
の
向
上
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
税
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
は
、
納
付
書
に
よ

る
納
付
と
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
納
付
書
に
よ
る
納
付

　
次
の
場
所
へ
納
付
書
を
持
参

し
、
市
税
を
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

納
付
場
所　
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
市
役
所

な
ど（
詳
し
く
は
、
納
付
書
の

裏
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
）

■
遠
方
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵

便
局
で
の
納
付
は
ご
注
意
を

　
三
重
・
愛
知
・
岐
阜
・
静
岡

県
以
外
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵

便
局
で
納
付
す
る
際
は
、
払
込

取
扱
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

　
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て

お
く
と
、
納
期
ご
と
に
指
定
口

座
か
ら
振
替
納
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
振
替
日
は
そ
れ
ぞ
れ

の
納
期
限
の
日
で
す
。

取
扱
金
融
機
関　
百
五
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
、
三
重
銀
行
、
中
京
銀

行
、
第
三
銀
行
、
三
重
信
用
金

庫
、
東
海
労
働
金
庫
、
伊
勢
農

業
協
同
組
合
、
三
重
県
信
用
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行

申
し
込
み　
通
帳
・
通
帳
届
け

出
印・納
税
通
知
書
を
持
参
し
、

市
内
の
取
扱
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
市
役
所
、
各
総
合
支
所
生

活
福
祉
課
、
各
支
所
へ

▼
こ
ん
な
利
点
が
あ
り
ま
す

・
納
期
ご
と
に
納
付
に
出
掛
け

る
手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
納

め
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
度
の
手
続
き
で
複
数
の
税

金
や
料
金
を
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
市
・
県
民
税〔
普

通
徴
収
分
〕、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険
料
、

住
宅
使
用
料
、
保
育
料
な
ど
）

・
申
し
込
ん
だ
税
金
や
料
金
に

還
付
金
が
生
じ
た
場
合
は
、
登

録
さ
れ
た
口
座
へ
還
付
し
ま
す

の
で
、
還
付
金
詐
欺
に
遭
う
心

配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他
の
お
知
ら
せ

・
市
外
在
住
者
で
口
座
振
替
の

申
込
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、

収
税
課（
４
月
１
日
以
降
は
収

納
推
進
課
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

・
軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
を

一
度
申
し
込
ん
で
い
る
場
合

は
、
軽
自
動
車
を
追
加
購
入
し

た
り
、
い
っ
た
ん
手
放
し
た
後

に
再
度
購
入
し
た
場
合
で
も
、

口
座
振
替
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

・
口
座
振
替
の
変
更
や
解
約
に

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

市
税
の
納
付
方
法

　
市
税
の
納
付
は
便
利
で

　
安
全
な
口
座
振
替
で

納期限までに納付した人
との公平性を保つために

　納期限を過ぎても市税を
納付しない人には、文書・
口頭などにより納付をお願
いしていますが、特別な事
情もなく滞納している場合
は、財産を差し押さえ、滞
納している市税に充てるこ
とがあります。

納期限を確認し、期限内に
納めてください。

納
付
書

差
し
押
さ
え

差
し
押
さ
え

払
込
取
扱
票
を
持
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
収
税
課（
４
月
１
日

以
降
は
収
納
推
進
課
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
手
続
き
か
ら
振
替

開
始
ま
で
に
１
カ
月（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
の
場
合
は
２
カ
月
）程

度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
28
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

 

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

と
き　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
２

日
㈪（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を

除
く
）

と
こ
ろ　
課
税
課
固
定
資
産
税

係縦
覧
で
き
る
人
・
内
容

・
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
者

…
土
地
の
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額
）

・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者

…
家
屋
の
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床

面
積
、
評
価
額
）

持
ち
物

・
本
人
…
本
人
確
認
が
で
き
る

物（
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許

証
な
ど
）

・
代
理
人
…
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
印

鑑
、
委
任
状

課
税
台
帳
の
閲
覧

と
き　
随
時

と
こ
ろ　
課
税
課
固
定
資
産
税

係（
電
話
で
の
照
会
は
で
き
ま

せ
ん
）

閲
覧
で
き
る
人
・
内
容

・
納
税
義
務
者
…
自
己
の
納
税

対
象
と
な
る
固
定
資
産

・
借
地
借
家
人
…
借
地
・
借
家

し
て
い
る
部
分

・
固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利

の
あ
る
所
有
者
や
破
産
管
財
人

な
ど
…
権
利
が
あ
る
部
分

持
ち
物

・
本
人
…
本
人
確
認
が
で
き
る

物（
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許

証
な
ど
）

・
借
地
借
家
人
な
ど
…
本
人
確

認
が
で
き
る
物（
運
転
免
許
証

な
ど
）、
権
利
関
係
を
証
明
す

る
物（
契
約
書
や
裁
判
所
の
選

任
書
な
ど
）

・
代
理
人
…
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
印

鑑
、
委
任
状
、
権
利
関
係
を
証

明
す
る
物（
契
約
書
や
裁
判
所

の
選
任
書
な
ど
）〔
借
地
借
家
人

な
ど
の
代
理
人
の
場
合
の
み
〕

※
課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明
に

は
手
数
料
が
必
要
で
す
が
、
縦

覧
期
間
中
の
納
税
義
務
者
お
よ

び
所
有
者（
代
理
人
を
含
む
）の

閲
覧
は
無
料
で
す
。

路
線
価
の
公
開

　
宅
地
評
価
の
基
礎
と
な
る
全

て
の
路
線
価
を
公
開
し
ま
す
。

　
路
線
価
と
は
、
宅
地
を
評
価

す
る
た
め
に
道
路
に
付
け
ら
れ

た
価
格
で
、地
価
公
示
価
格（
土

地
売
買
の
と
き
に
取
引
価
格
の

目
安
と
な
る
、
国
や
県
が
公
表

し
て
い
る
価
格
）な
ど
の
約
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
き　
随
時（
平
成
28
年
度
分

は
４
月
１
日
㈮
〜
）

と
こ
ろ　
課
税
課
固
定
資
産
税

係公
開
対
象　
宅
地

登記所備付地図
作成作業の成果を課税に反映

　法務局の地図作成作業が完了し、平成27年中に成
果が備え付けられた船江３・４丁目の一部地区につ
いては、平成28年度の課税に反映されます。
※地図作成作業について詳しくは、津地方法務局
　（☎059・228・4328）へ問い合わせてください。

５月２日㈪は
固定資産税の第１期納期です
　平成28年度の固定資産税･都市計画税の
納税通知書と、土地・家屋の一筆一棟ごと
の評価額・課税標準額・参考税額などを記
載した内訳書を、４月中旬に郵送します。

固定資産に係る
帳簿の縦覧と課税台帳の閲覧

課税課固定資産税係（土地…☎� 5532、家屋…☎� 5533）
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往信用　表

〒516 － 8520

いせトピア
　公開講座係

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

52

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

第１回いせトピア
公開講座

①住所
②氏名（ふりがな）
③電話番号

往信用　裏

52

往復はがきの書き方 平
成
28
年
度
第
１
回

い
せ
ト
ピ
ア
公
開
講
座

と
き　
４
月
30
日
㈯
、
午
後
２

時
〜
３
時
30
分（
開
場
は
午
後

１
時
30
分
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目

的
ホ
ー
ル

内
容　
講
演
「
日
本
人
は
歴
史

か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
」

※
手
話
通
訳
あ
り
。（
予
定
）

講
師　
小
和
田
哲
男
さ
ん（
静

岡
大
学
名
誉
教
授
）

定
員　
４
５
０
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
11
日
㈪（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
左
図
参

照
）を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア

へ※
１
枚
の
往
復
は
が
き
で
２
人

（
中
学
生
以
上
）ま
で
申
し
込
め

ま
す
。（
２
人
の
場
合
は
、
必

ず
２
人
の
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い〔
返
信
先
は
１
人
で
結

構
で
す
〕）

※
１
人
１
枚
し
か
申
し
込
め
ま

せ
ん
。
複
数
の
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
は
無
効
と
し
ま
す
。

※
入
場
の
可
否
は
、
返
信
用
は

が
き
で
お
知
ら
せ（
４
月
15
日

㈮
発
送
予
定
）し
ま
す
。
は
が

き
が
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
返
信
用
は
が
き
が
入
場
券
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
、
座

席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
４

月
19
日
㈫
・
午
前
８
時
30
分
か

ら
、
電
話
で
先
着
順
に
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。（
当
日

は
、
は
が
き
を
持
っ
て
い
る
人

か
ら
の
入
場
と
な
り
ま
す
）

小和田哲男さん

こちらの事業は、
「いせまなびのパ
スポート」スタン
プ対象講座とな
ります。

　
毎
月
２
回
・
木
曜
日
に
、
就

学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対

象
に
「
親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
４
〜
７
月
の
開
催
予
定
は
次

の
と
お
り
で
す
。

と
き　
４
月
14
日
・
28
日
・
５

月
12
日
・
26
日
・
６
月
９
日
・

23
日
・
７
月
７
日
・
21
日
、
午

前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階

研
修
室

内
容　
わ
ら
べ
歌
、
歌
遊
び
な

ど※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
暴
風
警
報
・
大
雨
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
休
み
と

な
り
ま
す
。

子
育
て
を
支
援
し
ま
す

親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

～
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
～

ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎� 0900）

まな坊

指
定
管
理
委
託
料　
７
６
１
１
万

５
千
円

利
用
者
数〔
平
成
26
年
度
〕　
約

17
万
２
千
人

夜
間
施
錠
に
つ
い
て

　

夜
間
の
安
全
確
保
の
た
め
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
、
午
後
８

時
以
降
の
出
入
り
口
は
東
口（
第
２
駐
車
場
側
）の
み
と
し
ま

す
。
正
面
玄
関
と
北
口
は
施
錠
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
多
目
的
ホ
ー
ル
の
催
し
が
あ
る
場
合
は
、
催
し
の
終
了
時

　
の
み
正
面
玄
関
を
開
け
ま
す
。
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往信用　表

《申込先の住所》

  《申込先の宛名》 行

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

52 〒□□□－ □□□□

往復はがきの書き方

平
成
28
年
度
前
期
（
５
〜
９
月
）

社
会
教
育
課
︵
☎
�
７
８
８
６
︶

公
民
館
講
座
の
受
講
生
を
募
集

　
毎
日
を
健
康
で
心
豊
か
に
過

ご
す
た
め
、
生
涯
学
習
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
20
〜
21

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
、
公
民
館
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人（
中
学
生
を
除
く
）で
、
開

講
期
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る

人受
講
料　
５
回
以
上
の
講
座
は

１
０
０
０
円（
別
途
材
料
費
な

ど
が
必
要
）

申
し
込
み　
４
月
８
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
下
図
参

照
）を
記
入
し
、
各
申
込
先
へ

※
複
数
の
講
座
に
応
募
で
き
ま

す
が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き
で

１
人
１
講
座
の
申
し
込
み
に
な

り
ま
す
。
同
一
講
座
へ
の
重
複

申
し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　
公
民
館
講
座
の
募
集
案
内
チ

ラ
シ
は
、
社
会
教
育
課（
小
俣

総
合
支
所
・
１
階
）、
二
見
公

民
館
、
御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い

せ
ト
ピ
ア
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
後
期
、
平
成
27

年
度
前
期
・
後
期
に
同
一
講
座

を
受
講
し
た
人（
受
講
途
中
で

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
人
を
含
む
）

は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

通
年
講
座
に
つ
い
て
は
申
し
込

め
ま
す
。（
講
座
名
・
講
師
名

が
同
じ
も
の
は
、
開
催
場
所
が

違
っ
て
も
同
一
講
座
と
な
り
ま

す
）

※
申
し
込
み
が
定
員
の
半
数
に

満
た
な
い
場
合
は
、
講
座
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
と
な
り
ま
す
。
公
開
抽

選
は
、
４
月
12
日
㈫
・
午
後
２

時
か
ら
、
小
俣
公
民
館
・
２
階

会
議
室
で
行
い
ま
す
。

※
受
講
可
否
は
、
応
募
者
全
員

に
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ

（
４
月
下
旬
発
送
予
定
）し
ま

す
。
返
信
用
は
が
き
が
届
か
な

い
場
合
は
、
各
講
座
の
申
込
先

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
２
次
募
集
に
つ
い
て

　
定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
、

だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
各
講
座
の
初
回
に

徴
収
し
ま
す
。
初
回
に
欠
席
し

た
場
合
は
、
次
回
の
講
座
開
催

日
ま
で
に
各
講
座
の
申
込
先

（
月
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分〔
祝
日
を

除
く
〕）で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
講
座
開
始
時
刻
の
１
時
間
前

に
暴
風
警
報
・
大
雨
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

休
講
と
な
り
ま
す
。

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
４
月
13
日
㈬
か
ら
各
講
座
開

講
日
の
１
週
間
前
ま
で
、
電
話

ま
た
は
窓
口
で
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
同
一
講
座
を
受
講
し
た
人

も
申
し
込
め
ま
す
。

※
各
講
座
の
応
募
状
況
は
、
各

講
座
の
申
込
先
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

※
講
師
・
日
時
・
材
料
費
な
ど

を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
各
講
座
開
講
日
の
１
週
間
前

ま
で
を
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間

と
し
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
受
講
料
・
材
料
費
な
ど
を

徴
収
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

申し込み・問い合わせ先
・二見公民館講座…二見公民館
（〒519－0609　二見町茶屋２０９、☎42１１１７）
・小俣公民館講座…社会教育課
（〒519－0592　小俣町元町５４０、☎㉒７８８６）
・御薗公民館講座…御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター
（〒516－0806　御薗町上條1173－1、☎36４５１１）

予
算
額　
２
０
７
万
円（
う
ち
受

講
料
収
入
42
万
９
千
円
）〔
い
ず
れ

も
後
期
分
を
含
む
〕

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

①講座名

②住所

③氏名（フリガナ）

④年齢

⑤性別

⑥電話番号

⑦勤務先または学校名
　（市外在住者のみ）

⑧備考

往信用　裏

52

こちらの事業は、
「いせまなびのパ
スポート」スタン
プ対象講座とな
ります。

19　　　広報いせ ●平成28年４月１日号



講座名
内容

とき 開講日 回数 ところ 定員
講師名（敬称略） 持ち物

二
見
公
民
館
講
座

通
年
講
座

寿大学

高齢者の生きがいや健康につながるような講座を予定しています。講座の内容は、その都度お知ら
せします。

原則第３木曜日、時間未定 未定 ５回 二見公民館など 20人

未定 ※受講料は無料ですが、別途材料費などが必要です。

前
期
講
座

中国語入門

超・初心者向けです。中国語の基礎を楽しく学びましょう。

毎週水曜日、19：30 ～ 21：00
※８月17 日は休講

５/11 16 回 二見生涯学習センター 20人

劉　燕燕 筆記用具

「源氏物語」を味
わう

原文をゆっくり丁寧に読み進めながら、「源氏物語」の美しい物語の世界を堪能しましょう。

第４土曜日、14：00 ～15：30 5/28 ５回 二見生涯学習センター 20人

中川　照将 筆記用具

パンづくりの
ゆ～空間

ゆったりした時間の中で柔らかなパン生地に癒やされる「ゆ～空間」。「ゆ～」は、あなたの「you」、
自由の「由」、遊びの「遊」。あなたの「ゆ～」を探してみましょう。家庭でもできる初心者向けです。

第２金曜日、9：30 ～12：30
※８月は第３金曜日

6/10 ５回 二見公民館 12 人

荒木　義晃
材料費 1,500 円（１回につき）、タオル２枚、エプロン、三角巾、持ち帰
り用容器（籠など）

キッチンで簡単
草木染め

特別な道具を用いずに、楽しくいろいろな草木で染めましょう。４作品作る予定です。

第１水曜日、13：30 ～16：00
※９月７日は 10：00 ～・13：30 ～の２
回開催

6/1 ５回 二見公民館 10人

岡田　藍

材料費 1,200 円（１作品目）、染まっても構わない服装、防水エプロン、
タオル２枚、ゴム手袋、キッチンタイマー、ビニール袋（ぬれ物持ち帰り用）、
２ℓの空ペットボトル（染液持ち帰り用）
※２作品目以降の材料費は、その都度お知らせします。

花づくりの基 礎
講座

鉢植え・庭植え・花壇・ベランダ･･･。楽しく気楽に育てて増やせる。花のある暮らしを満喫できる。
初心者ならではの花づくりを基礎から学びます。

第４火曜日、10：30 ～12：00 5/24 ５回 二見生涯学習センター 15人

天野　千秋 筆記用具　※最終回のみ 3,000 円（寄せ植え材料費）と道具などが必要です。初
回に説明があります。

小
俣
公
民
館
講
座

通
年
講
座

恵比寿学園

高齢者の生きがいや健康につながるような講座を予定しています。講座の内容は、その都度お知ら
せします。

原則第２木曜日、10：00 ～12：00 未定 ５回 小俣公民館など 25人

未定 ※受講料は無料ですが、別途材料費などが必要です。

前
期
講
座

楽しい中国語教
室

本場の発音を聞きながら、楽しく学びましょう。

毎週月曜日、19：00 ～ 20：30
※７月18 日は休講

5/16 16 回 小俣公民館 20人

劉　燕燕 筆記用具

伊勢と人物④

①菅原道真、②足利義政、③豊臣秀吉、④徳川家康、⑤本居宣長

第３土曜日、　19：00 ～ 21：00
※６月は第２土曜日

5/21 ５回 小俣公民館 34人

岡田　登 筆記用具

身体の歪みを減ら
す運動教室

「背骨や骨盤の歪みと痛み・病気の関係」「正しい生活習慣」などについて学びます。

第１・３火曜日、19：00 ～ 20：30
※５月は第３火曜日のみ

5/17 ６回 小俣公民館 12 人

瀬﨑　祥仁 動きやすい服装、メモ帳、タオル、飲み物

手話講座

楽しく手話を学んでみませんか。講師は、ろう者（耳の聞こえない人）です。

第１水曜日、19：30 ～ 21：00
※５月は第２水曜日

5/11 ５回 小俣公民館 15人

村上　喜代子 テキスト代 1,000 円、筆記用具、ノート

心地よい家庭料
理

日常は安らいだ心地良さが一番です。穏やかなひとときを楽しみながら料理をしましょう。

第３土曜日、9：30 ～12：00 5/21 ５回 小俣農村環境改善センター 24人

北村　典子 材料費 2,500 円（５回分）、エプロン、三角巾、布巾３枚、筆記用具

公民 館 講 座 ※申し込み方法などは、19ページを
　ご覧ください。
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講座名
内容

とき 開講日 回数 ところ 定員
講師名（敬称略） 持ち物

小
俣
公
民
館
講
座

前
期
講
座

手づくりパン教室

楽しくパンを作りましょう。発酵待ちの間には、簡単なおやつも作ります。ティータイムもあり、お
土産付きです。

第３金曜日、9：30 ～12：30 5/20 ５回 小俣農村環境改善センター 16人

太田　奈美子
材料費 1,500 円（１回につき）、エプロン、三角巾、手拭きタオル、布巾、持
ち帰り用ビニール袋

バッグや小物入れ
を作ろう

クラフトテープを使って楽しい物作り。３～４作品を作る予定です。

第１・３土曜日、13：30 ～15：30
※５月は第３土曜日のみ、７月は第１・３・
５土曜日

5/21 10 回 小俣公民館 20人

寺下　ユキ
材料費 800 円（１作品目）、洋裁用メジャー、木工用接着剤、はさみ、鉛筆、定規、
洗濯ばさみ 20 個、手拭きタオル
※２作品目以降の材料費は、その都度お知らせします。

御
薗
公
民
館
講
座

通
年
講
座

ふれあい講座

楽しい実用的な講座を予定しています。講座の内容は、その都度お知らせします。

原則第４水曜日、13：30 ～15：30 未定 ５回 御薗公民館 25人

未定 ※受講料は無料ですが、別途材料費などが必要です。

前
期
講
座

初めての英語

旅行で使える英語や日常会話を楽しく学びましょう。初心者が継続できる内容で進んでいきます。

毎週金曜日、18：30 ～ 20：00
※７月１日・15 日・８月12 日・９月16 日・
23 日は休講

5/13 16 回 御薗公民館 20人

浜辺　繁幸 筆記用具

初めての新舞踊

日本舞踊を基礎に、現代的な感覚で歌謡曲に合わせた創作舞踊を楽しみませんか。初心者向けで
す。

第２・４土曜日、19：00 ～ 20：30
※８月は第１・４土曜日

5/14 10 回 御薗公民館 15人

永井　一子 動きやすい服装、飲み物

大正琴

基礎から楽しく学びましょう。数字譜ですので誰でも簡単にすぐに弾けます。

第１・３木曜日、19：30 ～ 21：00
※５月は第３木曜日のみ、６月は第１・３・
５木曜日

5/19 10 回 御薗公民館 10人

大井　史恵 テキスト代（未定）、筆記用具、貸し大正琴代 1,000 円（１カ月につき）　
※大正琴を持参する場合は、応募はがきの⑧備考に「持参」と記入してください。

消しゴムはんこ

始めてみましょう「消しゴムはんこ」作り。作品に捺
お

したり、オリジナルな使い方で楽しみましょう。

第３金曜日、14：00 ～16：00 5/20 ５回 御薗公民館 10人

中口　はつ美
材料費 1,200 円（初回）、彫刻刀（持っている人）
※初回に彫刻刀についての説明があります。
※２回目以降の材料費は、その都度お知らせします。

整理収納術

「整理収納」について学んで、お部屋も心もスッキリさせましょう。まずは行動しましょう。

第１・３火曜日、13：30 ～15：00
※５月は第３・５火曜日

5/17 ６回 御薗公民館 15人

西村　みき 筆記用具

美姿勢ストレッチ

姿勢改善のためのストレッチです。ゆっくりとした動きで姿勢を整えていきましょう。

第４土曜日、14：00 ～15：30 5/28 ５回 御薗公民館 15人

清水　明美 動きやすい服装、飲み物、ヨガマットまたはバスタオル

日本茶を知ろう

淹
い

れ方でお茶のおいしさが変わります。お茶について、あらためて学びましょう。作法も教わります。

第２土曜日、13：30 ～15：30
※８月は第３土曜日

5/14 ５回 御薗公民館 10人

平野　あけみ 材料費 1,500 円（５回分、お菓子付き）、布巾２枚、手拭きタオル、筆記用具

平成28年度前期
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

は
、
人
命
の
尊
重
を
基
本
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
交
通
安

全
思
想
の
普
及・浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
と
と
も
に
、
市
民
自
身
に

よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

防
止
し
、
誰
も
が
住
み
よ
い
、

安
全
で
安
心
な
交
通
社
会
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

運
動
の
基
本

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

運
動
の
重
点

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

伊
勢
警
察
署
︵
☎
⑳
０
１
１
０
︶

ミーポくん

  

４
月
６
日
㈬
～
４
月
15
日
㈮

  

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
三
重
県
警
察
官
の
採
用
試
験

の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
左

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

平
成
28
年
度
三
重
県
警
察
官
の

採
用
試
験

 おはなし会
・たんぽぽおはなし会
　４月９日㈯、午後３時～
・赤ちゃんおはなし会
　４月14日㈭、午前11時～
 ・ピッポの会・紙芝居
　４月17日㈰、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなしの
へやです。

 図書館おはなし会＆工作
時４月23日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保
護者同伴）

内お話の後、紙で“輪
わ

っかイモムシ”を
作ります

 上映会
時①４月２日㈯・②16日㈯、午後２
時～

所２階・視聴覚室
内①ダヤンの冒険物語「トリポカの謎
１」ダヤンとマーシィ、お父さんを
探す、ほか（アニメ、約42分、親子向
け）、ダヤンの冒険物語「トリポカの
謎２」トリポカの玉を巡って、ほか（ア
ニメ、約44分、親子向け）、②「シャ
ーロックVol. １」（日本語吹き替え、
約88分、大人向け）

 東浦奈良男　写真展
時４月１日㈮～17日㈰
所２階・ギャラリー

小俣図書館
☎� 3900　FAX � 3902
開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日    毎週火曜日、第 2金曜日

 B
ボ ン ジ ュ ー ル

onjour！～フランス語で楽しむ
 おはなし会～
時４月29日㈷、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対小学生以下
内フランス語で絵本の読み聞かせを行
います。フランス語のクイズもしま
す

ゲストイレール・チャミさん（ALT）
定15人（先着順）
申４月２日㈯・午前９時から、直接・
電話で同館へ

 平成28年度こどもの読書週間
 関連行事
 えほんサミットおはなし会
時４月30日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
内日本や外国の絵本などの読み聞かせ
の後、国旗にちなんだ工作をします

 読書ラリー
　読んだ本のタイトルと感想を用紙に
書きためて、楽しみながら読書記録を
付けてみませんか。一年を通してたく
さん本を読んだ人には㊙プレゼントが
あります。
時４月23日㈯～平成29年３月31日㈮
申４月23日㈯から、直接同館へ

 足立徹水彩画「小俣町十二景」展
時４月20日㈬～５月12日㈭
所２階・ギャラリー
 ストーリーテリングおはなし会
時４月２日㈯、午前11時～（30分程
度）

所１階・おはなしのへや
内絵本や紙芝居を用いない、耳で楽し
むおはなし会です

 みんなで絵本を作ろう！企画第８弾
 「ミッケた!!～いちごちゃんとベリ
 ーくんをさがせ～」 発表おはなし会
時４月23日㈯、午後２時30分～
所１階・おはなしのへや
内２月の「みんなで絵本を作ろう！企
画」で描いてもらった絵が、１冊の
絵本になりました。今回は「探し絵
えほん」です。みんなでいちごちゃ
んとベリーくんを見つけてね！

 大ぼうけんおはなし会
時４月24日㈰、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対小学生以下
内物語の主人公と一緒に大冒険へ出掛
けよう！ハラハラ・ドキドキする冒
険のお話を読み聞かせします ４月23日は

　　「こども読書の日」
４月23日〜５月12日は
　　「子どもの読書週間」
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三重県警察官採用試験
試験名 受験資格 受付期間 試験日程・合格発表日

①警察官Ａ
　（平成28年10月採用）

昭和 58 年４月２日以降に生まれた人で、次
のいずれかに該当する人
ア…大学（短期大学を除く）を卒業した人お
　　よび平成 28年９月 30日までに大学を卒
　　業見込みの人
イ…三重県人事委員会がアと同等と認める人

３月 18日㈮
～４月 19日㈫
※受験案内・申
　込書は３月18
　日㈮から配布
　します。

第１次試験日
　５月８日㈰
第２次試験日
　６月中旬～７月上旬
合格発表
　７月下旬

②警察官Ａ
　平成 29年４月採用
　〔１回目〕

昭和 59 年４月２日以降に生まれた人で、次
のいずれかに該当する人
ア…大学（短期大学を除く）を卒業した人お
　　よび平成 29年３月 31日までに大学を卒
　　業見込みの人
イ…三重県人事委員会がアと同等と認める人

③警察官Ａ
　平成 29年４月採用
　〔２回目〕

７月 22日㈮
～８月 25日㈭
※受験案内・申
　込書は７月１
　日㈮から配布
　します。

第１次試験日
　９月 18日㈰
第２次試験日
　③ 10月下旬～11月
　　 中旬
　④ 11月上旬～中旬
合格発表　12月上旬

④警察官Ｂ
　（平成 29年４月採用）

昭和 59年４月２日～平成 11年４月１日に生
まれた人で、警察官Ａの学歴要件に該当しな
い人

（　　 　　　 　　 ）

（　　 　　　 　　 ）

図書館へ行こう！
時とき  所ところ  対対象
内内容  定定員　  申申し込み

指定管理委託料  1億2,445万８千円
入館者数  約45万4千人（平成26年度）

 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
時４月28日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介や読み聞か
せ、手遊びなど

 上映会
時４月10日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「はらぺこあおむし」（アニメーシ
ョン、33分）

 伊勢志摩サミット関連企画
 ～のぞいてみよう★世界の国～
時５月27日㈮まで
所１階・児童書コーナー
内サミットに参加する７カ国につ
　いて、各国の文化や、その国出身
　の作家による読み物や絵本などを
　紹介します

伊勢図書館
☎� 0077　FAX � 0078
開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日

予感！スクープ写真をご期待くださ
い。はなてらすちゃんも一緒におと
まりしてくれます。
時４月24日㈰・29日㈷、①午前９
時30分～10時30分・②午前11
時～正午（両日参加、時間は①②
のいずれか一方）

所２階・視聴覚室
内24日㈰…ぬいぐるみと一緒に絵
本の読み語りを聞いた後、ぬい
ぐるみとお別れ

　29日㈷…ぬいぐるみのお迎え、
スタッフが撮った「おとまり会」
の写真でアルバム作り

定各20人（先着順）
申４月２日㈯・午前９時から、直接・
電話・ファクスで同館へ

※就学前の子どもは保護者同伴。
※ぬいぐるみが決まっている場合
は、申込時
にお知らせ
ください。

 絵本と子育て講座
時５月～平成29年２月の第４火曜
日（２月は第３火曜日）、午前10
時～ (全10回)

所２階・視聴覚室
対全日程に参加できる人（子ども同
伴も可）

内子どもと一緒に絵本を楽しむた
めの絵本の選び方・与え方など
の講座、読み聞かせの実演

講師堀川美子さん（紙芝居文化の会
運営委員）

定30組（先着順）
申４月９日㈯から、直接・電話・
ファクスで同館へ

※妊娠中の人は、事前申し込みをし
ていなくても随時受講できます。

 夜の図書館たんけん！
 ～ぬいぐるみのおとまり会～
　お気に入りのぬいぐるみに「おと
まり会」をさせてみませんか？夜の
図書館で仲間たちと過ごす、初めて
のおとまり。きっと…何かが起こる

はなてらすちゃんも
おとまりするよ！
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伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）
メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
ホームページ http://ise-shakyo.jp/

第81号
本　　所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎⑳8610　FAX⑳8617

伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　  ☎�2425　FAX�2412

二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　  ☎�5551　FAX�4427

小俣支所  小俣町元町536
　　　　  ☎�0509　FAX�0570

御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎�6617　FAX�6604

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録

　
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
う
個
人
・
団
体

な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
す
る
と
、
活
動
場
所

の
提
供(

会
議
室
な
ど
の
無
料

利
用)

や
各
種
助
成
金
の
案
内

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、同
セ
ン
タ
ー（
☎

�
６
３
７
０
）へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

て
け
が
を
し
た

り
、
賠
償
責
任

を
負
わ
さ
れ
た

り
し
た
と
き
に
、

そ
の
補
償
を
す

る
保
険
で
す
。

補
償
期
間　
４

月
１
日
〜
平
成

29
年
３
月
31
日
ボランティア活動保険料（年額）

Aプラン Bプラン
基本タイプ 300円／人 450円／人

天災プラン 430円／人 650円／人

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
と

は
、
無
償
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
国
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
に
よ
っ

　
家
庭
に
あ
る
不
用
な
物
や
手

作
り
品
な
ど
を
販
売
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き　
６
月
５
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
30
分（
雨
天
中

止
）

と
こ
ろ　
二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
駐
車
場

出
店
ス
ペ
ー
ス　
1.5
ｍ
×
2.5
ｍ

以
内

募
集
数　
10
ブ
ー
ス（
先
着
順
）

出
店
料　
５
０
０
円（
当
日
徴

収
）

申
し
込
み　
４
月
28
日
㈭
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
社
会
福
祉
協
議
会
二
見

支
所
内
・
ふ
れ
あ
い
広
場
実
行

委
員
会
事
務
局（
☎
�
５
５
５

１
、
FAX
43
４
４
２
７
）へ

第
20
回
ふ
れ
あ
い
広
場

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

を
募
集

赤い羽根共同募金配分金事業
地域福祉活動計画推進事業（社協会費）

ふれあい・いきいきサロン　活動紹介

上長屋いきいきサロン
「だんらん」

＜主な活動場所＞
上長屋公民館

＜主な活動場所＞
進修まちづくりの会事務所

ボランティア  活動紹介

伊勢市更生保護女性会
＜活動内容＞
　女性の立場から、住みやすい明るいまちづくりの
ために、地域の犯罪や非行防止の活動を行っていま
す。また、地域の行事（伊勢まつり、高柳の夜店、
厚生ふれあいまつり）での啓発活動や、子育て支援
などの活動、更生保護施設や矯正施設への訪問研
修も行っています。
＜活動のきっかけ＞
　保護司の方々のご尽力により、平成20年５月に伊
勢市更生保護女性会を立ち上げました。
＜活動していて良かったこと＞
　市内の施設へ手作
りクッキーを作って訪
問したり、保護司の
方 と々一緒に学校訪問
をしたりするなどの活
動を通して、地域と交
流を行い、喜ばれて
います。

ふれあいサロン進修

　月１回、介護予防のため
に公民館に集まり、茶菓子
を囲んでのおしゃべりに花
を咲かせて交流を深めてい
ます。年１回の園児との交
流も楽しみの一つです。

　主に第４火曜日の午後に
開催しています。高齢者の
閉じこもり防止と、楽しく生
き生きと生活していくことを
目的とした、活気あふれる
サロンです。おいしい茶菓
子も楽しみの一つです。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

申
し
込
み　
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
・
各
支
所
へ

※
加
入
に
当
た
っ
て
は
、
伊
勢

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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市長感謝状（13人３団体）
ボランティア活動功労者（個人の部）
・小久保良太朗（ちょこっと便利屋）
・伊藤啓次郎（ちょこっと便利屋）
・大形弘（三重マジッククラブ）
・柴時夫（豆の木グループ）　　 
・田村永子（小俣ハローメイト） 
・中山欽人（菜友会）
・柴山節（手芸グループあじさい）
・村田やよ（ほっとマザー）
・本多健（朗読シーンボイス）
・小野田耕一郎（伊勢朗読会）
・山本福枝（人形劇団おたまじゃく
し）

ボランティア活動功労者（団体の部）
・すくすく読書会
・伊勢要約筆記サークルはんず
民生委員・児童委員功労
・奥田敍子
寄附
・伊勢市生涯学習フェスティバル運
営委員会

社会福祉功労
・辻田岳秀

伊勢市社会福祉協議会会長表彰
（42人５団体）

民生委員・児童委員功労者
・小林孝弘　（小俣地区）
・松本武司　（小俣地区）
・河村礼子　（北浜地区）
・横山敏一　（厚生地区）
・荻田美知子（厚生地区）
・世木弘子　（豊浜地区）

社会福祉団体役職員功労
・中川堯（城田地区社会福祉協議会）
・早川泉（伊勢市母子寡婦福祉会）
　ほか伊勢市社会福祉協議会職員７人
社会福祉施設職員功労
・木田香江（伊勢あさま苑）
・松葉健（伊勢あさま苑）
・谷亜希（伊勢あさま苑）
・淀谷祥子（三重済美学院）
・南端さち子（三重済美学院）
・木下佐代（三重済美学院）
・中村洋子（三重済美学院）
・西澤由美（一色保育園）
・藤田真紀美（佐八保育園）
感謝状
・皇學館大学　倉陵祭実行委員会　
チャリティバザー班

三重県共同募金会伊勢市共同
募金委員会支会長表彰（９団体）
戸別募金
・宇治中之切町会
・東大淀町会
・第一部自治区
・朝熊町自治会
・高向第三自治会
街頭募金
・豊浜地区民生委員児童委員協議会
・城田地区民生委員児童委員協議会
学校募金
・伊勢市立明倫小学校
・伊勢保健衛生専門学校

・木村鐵夫　（二見地区）
・古川勝久　（御薗地区）
・中村和子　（宮川地区）
・杉谷誠　　（宮川地区）
ボランティア活動功労者（個人の部）
・足立喜久代（二見ひまわりの会）
・松本文子（二見ひまわりの会）
・田中安子（花の郵便局）
・水谷正子（伊勢点訳奉仕グループ
きつつき）

・入山由美子（地域福祉ボランティ
アグループふくふく会）

・萬野八重子（北浜地区東大淀宅老
所グループ「もんちゃん」）

・浜口扶美子（北浜地区東大淀宅老
所グループ「もんちゃん」）

・谷口幾子（キッチンフレンド）
・澤山清子（伊勢市ひばり朗読奉仕
会）

・荒木はつ子（伊勢市食生活改善推
進協議会）

・辻村多喜代（伊勢市食生活改善推
進協議会）

・山本正子（小俣町消費生活学級）
・吉村はるみ（小俣町消費生活学級）
ボランティア活動功労者（団体の部）
・陽だまり
・花の郵便局
・ほっとマザー
自立援助者功労
・竜田三枝（伊勢市視覚障害者福祉
会）

社会福祉事業協助団体功労
・ヤマナカフーズ株式会社

　
１
月
30
日
㈯
、
ハ
ー
ト
プ
ラ

ザ
み
そ
の
で
、
第
11
回
伊
勢
市

社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

地
域
福
祉
や
住
民
福
祉
の
発
展

に
功
績
の
あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

福
祉
団
体
役
員
な
ど
、
55
人
17

団
体
が
「
市
長
感
謝
状
」「
伊
勢

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
」「
三
重
県
共
同
募
金
会
伊
勢

市
共
同
募
金
委
員
会
支
会
長
表

彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
祉
講
演
で
は
、
勝

部
麗
子
さ
ん(

豊
中
市
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
参
事)

を
講

師
に
迎
え
、｢

地
域
の
絆
で『
無

縁
』
を
包
む
〜
サ
イ
レ
ン
ト
・

プ
ア 

そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た

も
の
〜
」

を
テ
ー
マ

に
講
演
し

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

予算額〔社会福祉協議会市負担金〕　 1 億 373 万7 千円（運営・福祉ボランティア育成負担金）

表彰を受けられた皆さん （敬称略）

伊勢市社会福祉大会の様子
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募
集
団
地　
下
表
の
と
お
り

資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

・
同
居
す
る
親
族
が
い
る

・
市
区
町
村
税
を
完
納
し
て
い

る・
本
人
お
よ
び
同
居
親
族
が
暴

力
団
員
で
な
い

・
収
入
基
準
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
〜
48
万
７
０
０
０
円
で

あ
る

※
他
の
要
件
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
申
込
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み　
申
込
用
紙
・
必
要

書
類
を
、
伊
勢
市
営
住
宅
等
管

理
事
務
所（
吹
上
２
丁
目
８

－

23
、
☎
�
８
３
７
９
）へ

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
空
き
家
が
無
く
な
り

次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま

す
。

※
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
必
要

書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
の
際
、
同
管
理
事
務
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
・
申
込
案
内
は
、

同
管
理
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

※
契
約
の
際
に
、
連
帯
保
証
人

が
２
人
必
要
で
す
。

建
築
住
宅
課
︵
☎
�
５
５
９
６
︶

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
入
居
者
を
募
集

特定公共賃貸住宅　　　　   【家賃月額：63,000 円】

団地名 建設年度 構造 部屋数 階数 募集
戸数

旭団地
（旭町） 平成 10 RC3階建

3DK 1階 2戸
3DK 2階 1戸
3DK 3階 2戸

※風呂、給湯設備、水洗トイレ、駐車場（有料・1台のみ）
　があります。
※エレベーターはありません。
※単身での入居はできません。
※ RC…鉄筋コンクリート造り

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　
健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
☎
�
２
４
３
５
、FAX
�
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

　
「
歯
磨
き
の
時
に
出
血
す
る
」

「
歯
茎
が
腫
れ
る
」「
口
臭
が
す

る
」
な
ど
、
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
４
月
の
健
康
の
日
に
は
、
歯

周
病
の
予
防
や
進
行
を
防
ぐ
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
実
技

を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
ま
す
。

と
き　
４
月
11
日
㈪
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
・
２
階

内
容　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯

周
病
予
防
の
お
話
、
口
臭
チ
ェ

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

正
し
い
セ
ル
フ
ケ
ア
で
歯
周

病
を
予
防
し
よ
う

ッ
ク（
希
望
者
）、
歯
の
染
め
出

し
体
験
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
実
技

定
員　
30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　
現
在
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
手
鏡

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

と
き　
４
月
22
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　
二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　
離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

離
乳
食
教
室

予
算
額　
約
37
万
２
千
円（
16
回
分
）

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
１
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

　
一
般
社
団
法
人
伊
勢
地
区
歯

科
医
師
会
で
は
、
伊
勢
市
・
度

会
郡
在
住
の
、
80
歳
以
上
で
歯

が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

（
治
療
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
６
月

の「
歯
と
口
の
健
康
週
間
事
業
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
、
６
月
５
日
㈰
に
、
優
秀
な

人
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法　
５
月
７
日
㈯
ま
で

に
、
健
康
保
険
証
な
ど
年
齢
を

確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、

伊
勢
市
・
度
会
郡
の
歯
科
医
院

（
同
会
会
員
）で
審
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い

※
審
査
料
は
無
料
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
会（
☎
�
１

９
０
４〔
月
〜
金
曜
日
・
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
〕）へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
よ
い
歯
で
い
き
い
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
参
加
者
を
募
集
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伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎� 5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポー
ターの進行により担当職員の解説を交えながら
お伝えします。
4/1 ～ 30 平成28年度の主な事業の紹介（16
日からは文字解説付き）
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・
4時・6時・9時・11時～

（123ch）

番組制作・放送予算額　2,393 万8千円

アイティービーコミュニティチャンネル
 ㈱ ZTV 伊勢放送局（☎ 0120・222・505）

（121ch）
ケーブルテレビ番組案内

企画番組 （１日・８日・16日・24日更新）
4/1 ～ 7 もっと！水の惑星紀行、年寄万歳～百歳になったら～、伊勢美
し国から①、横井三千のお店にGo!、近場ぐるっとFOODハンター、お
しえて先生①、恋舞妓の京都慕情Ⅴ①、専門チャンネルちょっと魅せ①、
ランドスケープ①、ZTVトピックスみえ①、宮川大助花子の夫婦で笑①、
CATVの小窓①　4/8 ～ 15 ひよこくらぶ、歴史街道①、皇學館大学
TV、ナナちゃんのお店紹介、Z-NAVIGATION①、ZTVトピックスみえ②、
専門チャンネルちょっと魅せ②、CATVの小窓②　4/16 ～ 23 ８ミリ
フィルムに残る風景、ランドスケープ②、伊勢美し国から②、宮川インフォ
メーション、恋舞妓の京都慕情Ⅴ②、おしえて先生②、郷土菜発見、お
店タウンマップいいね！、ZTVトピックスみえ③、専門チャンネルちょっ
と魅せ③、宮川大助花子の夫婦で笑②、CATVの小窓③　4/24 ～ 30 ぐ
るぐるグルメ、歴史街道②、USJ で TKO、Z-NAVIGATION②、ZTV
トピックスみえ④、専門チャンネルちょっと魅せ④、CATVの小窓④

生中継「長浜曳山まつり」
放送日時　４月15日㈮、午前９時30分～午後３時

アイティービー・トピックス（月・水・金曜日更新）
放送時間　午前7時・11時・午後1時・4時・6時・8時・10時～
※毎週日曜日は1週間のニュースをまとめてお伝えします。

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボラン
ティア団体の情報などをお伝えします。（毎週
土曜日更新）
放送時間　午前 7時・9時・正午・午後 2時・
5時・7時・10時・翌日午前 0時～

■左表の時間・診療科目以外の診察を受けたい場合は、
　次へ問い合わせてください。
　・救急医療情報センター
　　（☎� 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　　※つながりにくい場合は、時間をおいてかけ直してください。
　・医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■みえ子ども医療ダイヤルでは、医療関係者が子どもの
　急な病気や事故・薬に関する電話相談を受けています。
　相談時間　毎日、19:30 ～ 翌日 8:00
　電話番号　☎＃8000、☎ 059-232-9955

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　１億 2,115 万円５千円
　　　　（うち診療所収入・他町分担金 9,539 万 4千円）

内科・小児科（☎� 8795）、歯科（☎� 0829）
診療科目 診療日時 備考

内科・
小児科

月～土曜日 19:30 ～ 22:00 内科医１人体制

日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00 ―13:00 ～ 17:00
19:30 ～ 22:00 ―

歯科 日曜日・祝日 10:00 ～ 12:00 ―13:00 ～ 17:00

とき ところ とき ところ
①おっぱい相談会（個別相談は要予約） ③成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

毎週木曜日 10:00～12:00 中央保健センター  ４月   ６日㈬  ９:30～11:00 小俣保健センター
②子育て相談 ４月 14 日㈭ 13:30～15:00 ハートプラザみその
４月  １日㈮ 10:00～11:00 北浜地区コミュニティセンター ４月 21 日㈭ 13:30～15:00 中央保健センター

４月  ５日㈫
 ９:30～11:00

二見老人福祉センター
４月 27 日㈬  ９:30～11:00 二見老人福祉センター

13:30～15:00 ④エイズ検査

４月 12 日㈫
 ９:30～11:00

中央保健センター
毎週火曜日  ９:00～11:00 伊勢保健所

（県伊勢庁舎内）13:30～15:00 第２火曜日 17:30～19:00
４月 15 日㈮ 10:00～11:00 城田地区コミュニティセンター

４月 19 日㈫
 ９:30～11:00

ハートプラザみその
13:30～15:00

４月 26 日㈫
 ９:30～11:00

小俣保健センター
13:30～15:00

主な相談など

対象　①～③市内在住の人、④県内在住の人
問い合わせ　①～③健康課（☎� 2435）
　　　　　　④伊勢保健所（☎� 5137）

予算額　おっぱい相談会（47回分）8万円、子育て相談（83回分）117万 9千円、成人健康相談・栄養相談（115回分）91万 9千円
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募 

集
情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

対
象　
小
学
生（
４
月
以
降
の

新
学
年
）

題
材　
桜
の
花
や
、
桜
を
含
む

風
景

規
格　
四
つ
切
り
画
用
紙（
54

㎝
×
38
㎝
）、
画
具
は
自
由

応
募
方
法　
４
月
19
日
㈫
ま
で

に
、作
品
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・
学
校

名
・
４
月
以
降
の
学
年
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
館

（
〒
516

－

0052
川
端
町
97

－
２
）へ

※
入
選
者
に
は
４
月
下
旬
に
通

知
し
、
５
月
上
旬
に
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

議
会
の
専
門
機
関
と
し
て
、
具

体
的
な
案
件
を
調
査
・
検
討
す

る
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

資
格　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

（
平
成
28
年
４
月
28
日
現
在
）の

人任
期　
平
成
28
年
６
月
１
日
〜

平
成
30
年
５
月
31
日

定
員　
５
人
以
内

申
し
込
み　
４
月
１
日
㈮
〜
28

日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）に
、
応

募
用
紙
・
課
題
小
論
文
を
、
直

接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
516

－

8601

岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX
㉑

５
５
８
５
、
ア
ド
レ
スtoshi

kei@
city.ise.m

ie.jp

）へ

※
課
題
小
論
文
は
、「
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応

す
る
伊
勢
市
の
都
市
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
・

横
書
き
で
、
１
２
０
０
字
程
度

で
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
、
発
展
途

上
国
で
現
地
の
人
々
と
同
じ
生

活
を
し
な
が
ら
、
共
に
働
き
、

国
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈮
〜
５

月
９
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

と
き　
①
４
月
９
日
㈯
・
午
後

２
時
〜
、
②
４
月
16
日
㈯
・
午

後
３
時
〜

と
こ
ろ　
①
い
せ
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
、
②
ア
ス
ト
津
・
３
階

イ
ベ
ン
ト
情
報
コ
ー
ナ
ー（
津

市
羽
所
町
７
０
０
）

※
途
中
入
退
室
可
。

情報コーナー

尾
崎
咢
堂
記
念
館

（
☎
22
３
１
９
８
）

尾
崎
咢
堂
記
念
館

さ
く
ら
の
写
生
画
を
募
集

　
人
事
院
は
、
平
成
28
年
度
中

に
左
表
の
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。

※
受
験
案
内
・
試
験
日
な
ど
詳

し
く
は
、
人
事
院
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w

w
w
.jinji.

go.jp/saiyo/saiyo.htm

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
事
院
中
部
事
務
局（
☎
０
５

２
・
９
６
１
・
６
８
３
８
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験

都
市
計
画
課（
☎
21
５
５
９
１
）

都
市
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集

　
市
が
定
め
る
都
市
計
画
な
ど

に
つ
い
て
調
査
・
審
議
を
行
う

都
市
計
画
審
議
会
の
委
員（
市

民
委
員
）を
募
集
し
ま
す
。
市

の
都
市
計
画
に
、
あ
な
た
の
思

い
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

　
審
議
会
は
、年
間
５
回
程
度
、

平
日
の
昼
間
に
開
催
予
定
で

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
審

公
益
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力

協
会
中
部
支
部（
☎
０
５
２
・
４

５
９
・
７
２
２
９
）

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

試
験
・
講
座

国家公務員採用試験
試験種別 受付期間 １次試験日

①総合職試験
（院卒者・大卒程度試験） 4月1日㈮～11日㈪ 5月22日㈰

②一般職試験
（大卒程度試験） 4月8日㈮～20日㈬ 6月12日㈰

③一般職試験
（高卒程度試験） 6月20日㈪～29日㈬ 9月4日㈰

※インターネットで申し込んでください。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

談
＆
募
集
説
明
会
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受
験
資
格

・
総
合
職
試
験（
裁
判
所
事
務

官・家
庭
裁
判
所
調
査
官
補〔
院

卒
者
〕）…
昭
和
61
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
、
大
学
院
を

修
了（
見
込
み
を
含
む
）し
た
人

・
総
合
職
試
験（
裁
判
所
事
務

官・家
庭
裁
判
所
調
査
官
補〔
大

卒
程
度
〕）…
昭
和
61
年
４
月

２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人
、
ま
た
は
平
成
７

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
を
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）し

た
人

・
一
般
職
試
験（
裁
判
所
事
務

官〔
大
卒
程
度
〕）…
昭
和
61
年

４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人
、
ま
た
は
平

成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専

門
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含

む
）し
た
人

１
次
試
験
日　
６
月
５
日
㈰

受
付
期
間　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

…
４
月
４
日
㈪
・
午
前
10
時
〜

13
日
㈬
、
郵
送
…
４
月
４
日
㈪

〜
６
日
㈬（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
裁
判
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

courts.go.jp/

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

情報コーナー

　
５
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯
の
憲

法
週
間
に
ち
な
み
、
津
地
方
裁

判
所
・
津
地
方
検
察
庁
で
は
、

次
の
と
お
り
共
同
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　
５
月
10
日
㈫
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分（
集
合
時

間
は
午
後
１
時
15
分
）

集
合
場
所　

津
地
方
検
察
庁

（
津
市
中
央
３

－

12
）

内
容　
裁
判
員
裁
判
法
廷
・
検

察
庁
の
取
調
室
な
ど
の
見
学
、

裁
判
官
・
検
察
官
な
ど
に
よ
る

刑
事
手
続
き
に
関
す
る
説
明

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
７
日
㈭
〜
27

日
㈬
に
、
同
検
察
庁
へ

津
地
方
検
察
庁（
☎
０
５
９
・
２

２
８
・
４
１
６
５
）

裁
判
所
・
検
察
庁
共
同

見
学
会

津
地
方
・
家
庭
裁
判
所（
☎
０
５

９
・
２
２
６
・
４
８
７
６
）

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

と
き　
６
月
４
日
㈯（
午
前
…

丙
種
・
乙
種
第
４
類
、
午
後
…

乙
種
第
４
類
）

と
こ
ろ　
観
光
文
化
会
館

申
し
込
み　
書
面
の
場
合
は
４

月
７
日
㈭
〜
18
日
㈪（
当
日
消

印
有
効
）、
電
子
申
請
の
場
合

は
４
月
４
日
㈪
・
午
前
９
時
〜

15
日
㈮
・
午
後
５
時
に
、
願
書

を
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
へ

※
願
書
は
、
消
防
本
部
・
消
防

署
・
各
分
署
・
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
一
般
財
団
法
人

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重

県
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.shoubo-

shiken.o
r.jp/branch/

23m
ie/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
25
１
２
６
３
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
き　
５
月
９
日
㈪
、
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
研
修
室

申
し
込
み　
４
月
１
日
㈮
〜
27

日
㈬
に
、
申
込
書
を
一
般
社
団

法
人
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

へ※
申
込
書
は
、
消
防
本
部
・
消

防
署
・
各
分
署
・
各
出
張
所
に

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
一
般
社
団
法
人

三
重
県
危
険
物
安
全
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

se
rvice

.m
e
ike
i.jp

/
sankikyo

/htm
/ind

ex.
htm

l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　
６
〜
11
月
の
第
１
・
３

木
曜
日（
①
コ
ー
ス
）・
第
２
・

４
水
曜
日（
②
コ
ー
ス
）、
午
前

10
時
〜
午
後
３
時（
計
12
回
）

と
こ
ろ　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

対
象　
伊
勢
市
・
明
和
町
・
玉

城
町
・
度
会
町
に
在
住
ま
た
は

通
勤
し
て
い
る
人（
初
め
て
の

人
を
優
先
し
ま
す
）

内
容　
着
物
を
洋
服
に
リ
メ
ー

ク
し
ま
す

定
員　
各
10
人（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
５
月
12
日
㈭
・
午

後
１
時
30
分
か
ら
公
開
抽
選
）

参
加
費　
１
２
０
０
円

持
ち
物　
裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ミ
シ
ン

申
し
込
み　
５
月
９
日
㈪（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
希
望
す
る
コ
ー
ス
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
同
プ
ラ
ザ（
〒
515

－

0505

西
豊
浜
町
６
５
３
）へ

催
し
物

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

危
険
物
取
扱
者
試
験

予
備
講
習

こちらの事業は、
「いせまなびのパ
スポート」スタン
プ対象講座とな
ります。
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学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、

学
生
が
届
け
出
を
し
て
承
認
さ

れ
る
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
が
後
払
い
で
き
る
制
度
で
す
。

　
特
例
期
間
中
の
事
故
や
病
気

に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の
程
度

に
応
じ
、
障
害
基
礎
年
金
が
保

障
さ
れ
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
適
用

を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請　
年
金
手
帳
・
印
鑑
・
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証（
コ

ピ
ー
可
）を
持
参
し
、
同
課
・

各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各

支
所
へ

※
学
生
納
付
特
例
制
度
お
よ
び

免
除
制
度
は
、
過
去
２
年
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
可
能

で
す
。（
す
で
に
納
付
済
み
の

分
は
対
象
外
）

※
平
成
30
年
９
月
ま
で
、
過
去

５
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
利
用

で
き
ま
す
。
後
納
制
度
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
年
金

事
務
所
へ
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
伊
勢
年
金

事
務
所
国
民
年
金
課（
☎
㉗
３

６
０
４
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

情報コーナー

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

４
月
12
日
㈫

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の

発
信
試
験

　
４
月
12
日
㈫
・
午
後
２
時
ご

ろ（
予
備
日
は
４
月
13
日
㈬
・

午
後
２
時
ご
ろ)

か
ら
、
三
重

県
が
、
Ｄド

Ｏゥ

Ｎネ

Ｅッ

Ｔト（
地
震
・

津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム
）の

導
入
に
伴
う
メ
ー
ル
発
信
試
験

を
、
伊
勢
市
・
鳥
羽
市
・
志
摩

市
・
南
伊
勢
町
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
三
重
県

南
部
沖
合
の
海
底
に
設
置
し
た

地
震
計
や
水
圧
計
な
ど
の
観
測

装
置
に
よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
よ
る
津
波
の
発
生
な
ど
を

い
ち
早
く
検
知
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　
試
験
で
は
、
三
重
県
南
部
沖

合
で
大
き
な
津
波
を
観
測
し
た

こ
と
を
想
定
し
、
緊
急
速
報
メ

ー
ル
が
１
回
発
信
さ
れ
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
な
ど
の
対
応
機
種
へ
発
信
さ

れ
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
設
定
で
も

着
信
音
が
鳴
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
国
民
年
金
保
険
料

お
知
ら
せ

　
平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

月
額　
１
万
６
２
６
０
円（
年

額
19
万
５
１
２
０
円
）

定
額
＋
付
加　
１
万
６
６
６
０

円（
年
額
19
万
９
９
２
０
円
）

一
年
前
納　
19
万
１
６
６
０
円

（
納
付
期
限
は
５
月
２
日
㈪
）

付
加
前
納　
19
万
６
３
７
０
円

（
納
付
期
限
は
５
月
２
日
㈪
）

二
年
前
納　
37
万
７
３
１
０
円

（
口
座
振
替
の
み
）

※
平
成
26
年
度
か
ら
、
口
座
振

替
で
の
二
年
前
納
が
始
ま
り
、

割
引
額
が
さ
ら
に
大
き
く
な
り

ま
し
た
。

医
療
保
険
課（
☎
21
５
５
５
４
）

国
民
年
金
保
険
料
と

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度

　
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成

29
年
３
月
31
日
に
75
歳
に
な
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
い

る
世
帯
で
、
平
成
27
年
度
の
国

民
健
康
保
険
料
が
年
金
天
引
き

（
特
別
徴
収
）さ
れ
て
い
た
世
帯

は
、
納
付
方
法
が
、
平
成
28
年

度
か
ら
は
口
座
振
替
ま
た
は
納

付
書
払
い（
普
通
徴
収
）に
変
わ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
４
月
か
ら
は
年

金
天
引
き
さ
れ
ず
、
６
月
中
旬

に
送
付
す
る
納
入
通
知
書
に
記

載
の
と
お
り
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
保
険
課（
☎
21
５
５
５
１
）

平
成
28
年
度
に
75
歳
に
な
る

人
が
い
る
世
帯
へ

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

農
林
水
産
課（
☎
22
０
３
６
７
）

潮
干
狩
り
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す

　
伊
勢
市
の
沿
岸
お
よ
び
各
河

川
の
河
口
に
は
、
漁
業
法
に
よ

り
、
伊
勢
湾
漁
業
協
同
組
合
に

共
同
漁
業
権
が
免
許
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
近
年
の
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ

な
ど
の
減
少
に
伴
い
、
共
同
漁

業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
区
域

内
で
は
、
稚
貝
の
放
流
な
ど
を

行
い
、
漁
獲
量
の
回
復
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
同
組
合
で
は
、

伊
勢
市
沿
岸
お
よ
び
各
河
川
の

河
口
に
お
い
て
ア
サ
リ
や
ハ
マ

グ
リ
な
ど
を
採
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
共
同
漁
業
権
の
及
ぶ
区
域
に

つ
い
て
は
、
同
組
合
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
伊
勢
湾
漁
業

協
同
組
合（
☎
37
２
１
７
５
）
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情報コーナー
　
専
門
的
な
資
格
の
取
得
を
目

指
す
一
人
親
家
庭
の
親
を
支
援

し
ま
す
。

対
象
資
格　
看
護
師（
准
看
護

師
）、介
護
福
祉
士
、保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

　
視
覚
障
が
い
者
を
対
象
に
、

専
門
の
訓
練
士
に
よ
る
歩
行
訓

練
、
生
活
訓
練（
洗
濯
・
調
理
・

福
祉
用
具
使
用
な
ど
の
訓
練
）

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳（
視

覚
障
が
い
の
１
〜
４
級
）を
持

っ
て
い
る
人

訓
練
期
間　
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で

訓
練
時
間　
１
回
に
つ
き
１
〜

２
時
間

訓
練
回
数　
最
大
10
回

申
し
込
み　
４
月
15
日
㈮
ま
で

に
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
印
鑑

を
持
参
し
、
同
課
へ

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課（
☎
21
５

５
５
８
、
FAX
20
８
５
５
５
）

視
覚
障
害
者
訪
問
訓
練

事
業

広
告

こ
ど
も
課（
☎
21
５
５
６
１
）

一
人
親
家
庭
の
親
対
象

高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
を
支
給

歯
科
衛
生
士
、
診
療
放
射
線
技

師
、
栄
養
士

対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
一
人
親
家
庭
の
母
親

ま
た
は
父
親
で
、
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
人

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
、
ま
た
は
同
程
度
の
所
得

水
準
で
あ
る

・
対
象
資
格
の
取
得
の
た
め

に
、
２
年
以
上
の
教
育
課
程
に

修
学
し
て
い
る

・
仕
事
・
育
児
と
学
業
の
両
立

が
困
難
で
あ
る

・
現
在
、
養
成
機
関
に
在
籍
し

て
い
る

支
給
金
額（
平
成
28
年
度
入
学

者
の
場
合
）

①
市
民
税
非
課
税
世
帯　
高
等

職
業
訓
練
促
進
給
付
金
…
月
額

10
万
円
、
高
等
職
業
訓
練
修
了

支
援
給
付
金
…
５
万
円

②
市
民
税
課
税
世
帯　
高
等
職

業
訓
練
促
進
給
付
金
…
月
額
７

万
５
０
０
円
、
高
等
職
業
訓
練

修
了
支
援
給
付
金
…
２
万
５
０

０
０
円

支
給
期
間　
修
学
期
間
中
の
２

年
が
上
限

　

同
一
世
帯
に
兄
ま
た
は
姉

（
児
童
）が
い
る
第
２
子
以
降
の

児
童
が
障
害
児
通
所
支
援
を
利

用
し
て
い
る
場
合
は
、
利
用
者

負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
の

で
、
同
課
へ
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

予
算
額　

１
２
６
１
万
３
千
円

（
う
ち
国
補
助
金
収
入
９
４
５
万

９
千
円
）

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課（
☎
21
５

５
５
８
、
FAX
20
８
５
５
５
）

就
学
前
の
障
害
児
通
所

支
援
に
係
る
利
用
者
負

担
額
の
多
子
軽
減
措
置

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

28
年
度
も
、
高
校
生
・
高
等
専

門
学
校
生
・
大
学
生
を
対
象
に

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
要
項
は
、４
月
１
日
㈮
以
降
、

同
課
、各
総
合
支
所
、各
支
所
、

市
役
所
東
庁
舎
・
２
階
教
育
委

員
会
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間　
６
月
１
日
㈬
〜
15

日
㈬

※
詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」

５
月
１
日
号
お
よ
び
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
４
月
１
日
㈮
以

降
）で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
校
教
育
課（
☎
22
７
８
７
９
）

市
奨
学
金
の
申
請
期
間

予
算
額　
１
５
５
万
４
千
円（
う

ち
国
・
県
補
助
金
収
入
１
１
６
万

５
千
円
）

申
請　

事
前
に
相
談
し
た
上

で
、
同
課
へ

※
申
請
月
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
。
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対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
で
、
一
般
の
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

①
65
歳
以
上
で
、
寝
た
き
り
ま

た
は
歩
行
に
全
介
助
を
必
要
と

す
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳（
下
肢
機

能
障
が
い・体
幹
機
能
障
が
い・

　
伊
勢
市
教
育
長
に
北
村
陽あ

き
ら

さ

ん（
大
倉
町
）が
、
３
月
市
議
会

定
例
会
で
任
命
同
意
さ
れ
、
４

月
１
日
付
け
で
就
任
し
ま
す
。

移
動
機
能
障
が
い
の
１
〜
３

級
）を
持
っ
て
い
て
、
外
出
時

に
車
い
す
ま
た
は
移
動
寝
台
車

を
必
要
と
す
る
人

交
付
枚
数　
１
０
０
０
円
分
の

助
成
券
を
１
カ
月
に
つ
き
６
枚

※
１
回
の
乗
車
に
つ
き
６
枚
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
か
ら
、
乗
車
料

金
が
１
０
０
０
円
未
満
の
場
合

で
も
助
成
券
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
乗

車
料
金
が
１
０
０
０
円
以
上
と

な
っ
た
場
合
の
端
数
の
支
払
い

の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
請　
印
鑑
、
平
成
27
年
度
分

の
助
成
券（
持
っ
て
い
る
人
）、

介
護
保
険
被
保
険
者
証（
①
の

人
）、
身
体
障
害
者
手
帳（
②
の

人
）を
持
参
し
、
同
課
・
各
総

合
支
所
生
活
福
祉
課
へ

※
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
券
と
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
券
は
、
重
複
し
て
交

付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
務
局

組
織
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

今
年
１
月
の
小
俣
支
所
に
続

き
、
４
月
か
ら
、
二
見
支
所
の

窓
口
業
務
を
本
所
に
統
合
し
ま

す
。

　
仕
事
の
申
し
込
み
や
問
い
合

わ
せ
は
、
本
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
23
６
９
１

５
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

二
見
支
所
の
窓
口
業
務

を
本
所
に
統
合

情報コーナー

※
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
受

け
て
い
る
人
や
、
施
設
へ
入
所

し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

交
付
枚
数　
６
０
０
円
分
の
助

成
券
を
１
カ
月
に
つ
き
３
枚

※
１
回
の
乗
車
に
つ
き
３
枚
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
か
ら
、
乗
車
料

金
が
６
０
０
円
未
満
の
場
合
で

も
助
成
券
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
乗
車

料
金
が
６
０
０
円
以
上
と
な
っ

た
場
合
の
端
数
の
支
払
い
の
た

め
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

申
請　
印
鑑
、該
当
す
る
手
帳
、

平
成
27
年
度
分
の
助
成
券（
持

っ
て
い
る
人
）を
持
参
し
、
同

課
・
各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課

へ

職
員
課（
☎
21
５
５
０
５
）

伊
勢
市
教
育
長
が

決
ま
り
ま
し
た

広
告

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳（
下
肢
機

能
障
が
い・体
幹
機
能
障
が
い・

移
動
機
能
障
が
い
・
視
覚
障
が

い
の
１
・
２
級
、
内
部
障
が
い

の
１
級
）

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

⑴
・
⑵
②
に
つ
い
て
…
高
齢
・

障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
☎
21
５
５
５
８
、
FAX
20
８
５
５

５
）

⑵
①
に
つ
い
て
…
高
齢
・
障
が

い
福
祉
課
福
祉
支
援
係（
☎
21
５

５
７
５
、
FAX
20
８
５
５
５
）

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
・

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
券
を
交
付

⑴
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
券

⑵
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
券

予
算
額　
３
２
３
６
万
４
千
円

本 所

二見支所

本 所
河崎1丁目4-35
☎㉓６９１５

伊勢市シルバー人材センターの窓口業務統合

平成28年3月まで 平成28年4月から

本所に
統合

32広報いせ ●平成28年４月１日号　　　広報いせ ●平成28年４月１日号



対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

75
歳
以
上
の
人

利
用
で
き
る
バ
ス
路
線

・
三
重
交
通
㈱
が
市
内
で
運
行

す
る
一
般
乗
合
バ
ス
路
線（
伊

勢
志
摩
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
線
を
除

く
）

・
市
が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
路
線
全
線

・
お
か
げ
バ
ス
デ
マ
ン
ド
運
行

に
よ
る
対
象
ル
ー
ト
全
線

交
付
内
容　
１
０
０
円
券
を
40

枚
、
ま
た
は
１
回
乗
り
き
り
乗

車
券
を
12
枚（
い
ず
れ
か
を
選

択
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人
や
第
１
種

の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
の
介

護
者
は
、
50
円
券
80
枚
の
選
択

も
で
き
ま
す
。

有
効
期
間　
平
成
28
年
４
月
１

日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

申
請　
次
の
物
を
持
参
し
、
申

請
場
所
へ

い
。
な
お
、
４
月
１
日
以
降
に

75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
月
の

１
日
以
降
に
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
対
象
者
に
は
随

時
通
知
し
ま
す
）

情報コーナー

広
告

持
ち
物

・
本
人
確
認
が
で
き
る
物（
保

険
証
な
ど
）

・
平
成
27
年
度
の
寿
バ
ス
乗
車

券
の
表
紙
と
残
券（
交
付
を
受

け
た
人
の
み)

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳（
50
円
券
の
交
付
を
希
望
す

る
人
の
み
）〔
申
請
時
に
持
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
50
円
券
を
即

日
交
付
で
き
ま
せ
ん
〕

・
印
鑑

・
通
知
書
の
封
筒（
緑
色
）

申
請
場
所

・
３
月
24
日
㈭
〜
４
月
６
日
㈬

…
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
北

館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）・
各

総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各
支

所・
４
月
７
日
㈭
以
降
…
同
課
・

各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各

支
所

※
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
は
、

３
月
26
日
㈯
も
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

※
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
で

75
歳
以
上
の
人
に
は
、
３
月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
通
知

に
従
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

予
算
額　

２
５
４
５
万
５
千
円

（
う
ち
地
域
福
祉
基
金
か
ら
の
繰

入
金
２
３
０
０
万
円
）

　
災
害
や
病
気
な
ど
の
理
由
で

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら

れ
な
い
場
合
、一
定
の
期
間（
原

則
１
年
以
内
）に
限
り
、
徴
収

の
緩
和
措
置
と
し
て
取
ら
れ
る

「
市
税
の
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
猶
予
制
度
に
は
、

「
徴
収
の
猶
予
」
と
「
換
価
の

猶
予
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
猶
予
制
度
に
つ
い
て
、

納
税
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

な
改
正
内
容
は
下
表
の
と
お
り

３
月
31
日
ま
で
…
収
税
課

（
☎
21
５
５
３
６
）

４
月
１
日
か
ら
…
収
納
推
進
課

（
☎
21
５
５
３
６
）

４
月
１
日
か
ら

市
税
の
猶
予
制
度
が

変
わ
り
ま
す

主な改正内容
項目 改正前 改正後

分割納付の方法 適宜分割して納付すべき期限
を定めることを妨げない

納税者の財産や諸事情から見て合理
的かつ妥当なものに分割

申請書の記載事項
と添付書類 規定なし 猶予の適否を判断するに当たって確

認が必要な事項や書類とする
換価の猶予に係る
申請期限 制度なし 納期限から6カ月

担保の徴取を不要
とする基準

猶予金額が 50万円以下は担保
不要

猶予金額が 100万円以下または猶
予期間が 3カ月以内は担保不要

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課（
☎
21
５

５
５
９
・
FAX
20
８
５
５
５
）

寿
バ
ス
乗
車
券

（
回
数
券
）を
交
付

で
す
。

※
換
価
と
は
、
差
し
押
さ
え
た

財
産
を
金
銭
に
換
え
て
、
滞
納

市
税
に
充
当
す
る
こ
と
で
す
。
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障
が
い
の
あ
る
人
が
持
っ
て

い
る
軽
自
動
車
に
対
し
、
軽
自

動
車
税
を
減
免
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
た
め

に
は
、
毎
年
の
申
請
が
必
要
で

す
。

※
減
免
が
受
け
ら
れ
る
の
は
１

人
１
台
の
み
で
す
。

対
象
者　
当
該
年
度
の
４
月
１

日
現
在
、
下
表
の
等
級
に
該
当

す
る
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

※
普
通
自
動
車
の
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
人
や
、
受
け
よ
う

と
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

申
請　
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、

同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
福
祉

課
へ（
各
総
合
支
所
で
の
申
請

は
継
続
の
人
に
限
る
）

※
今
回
か
ら
、
申
請
書
に
個
人

番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）を
記
入

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。

※
車
検
証
に
記
載
さ
れ
る
所
有

者
・
使
用
者
と
も
に
障
が
い
者

本
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

課
税
課
税
務
係（
☎
21
５
５
３
１
）

軽
自
動
車
税
の
減
免

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
①

〜
⑤
に
加
え
て
代
理
人
の
身
分

証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

情報コーナー

広
告

ん
。
た
だ
し
、
本
人
が
未
成
年

者
ま
た
は
知
的
障
が
い
者
な
ど

の
場
合
は
、
保
護
者
名
義
で
あ

れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。
ま
た
、

車
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
な
ど

の
場
合
で
、
所
有
者
が
障
が
い

者
本
人
で
な
い
場
合
は
、
同
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
障
が
い
者
な
ど
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
改
造
さ
れ
た
車
両
の

減
免
に
つ
い
て
は
、
同
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
免
許
証
の
有
効
期
限
が
平
成

28
年
３
月
31
日
以
前
の
場
合

は
、
更
新
手
続
き
を
済
ま
せ
て

か
ら
免
許
証
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
新
た
に
申
請
す
る
人
は
、
申

請
の
際
、
①
対
象
障
が
い
者
の

各
種
手
帳
、
②
納
税
義
務
者
の

印
鑑
、
③
運
転
者
の
運
転
免
許

証（
コ
ピ
ー
可
）、
④
減
免
を
受

け
る
軽
自
動
車
の
車
検
証（
コ

ピ
ー
可
）、
⑤
納
税
義
務
者
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
代
理
人
が
申
請

に
来
る
場
合
は
、
⑤
は
コ
ピ
ー

軽自動車税の減免対象
障がい名 本人運転 家族 ･ 介護者運転

視覚障がい 1～ 3級・4級（1種のみ）
聴覚障がい 2級・3級
平衡機能障がい 3級
喉頭摘出による
音声機能障がい 3級

上肢機能障がい 1級・2級（1種のみ）

下肢機能障がい 1～ 6級 1～2級・3級
（1種のみ）

体幹機能障がい 1～3級・5級 1～3級
内部障がい 1～3級
知的障がい A1・A2
精神障がい 1級
※上表の障がい名は抜粋です。記載されていない障がい
の場合は、同課へ問い合わせてください。
※本人運転・家族運転・介護者運転の区分は次のとおり
です。
　・本人運転…障がい者本人が軽自動車を運転する場合
　・家族運転…障がい者と生計を同じにする人が、障が
い者のために軽自動車を運転する場合（通院・通勤・
通学・生業のために週1回以上自動車を使用すること）

　・介護者運転…障がい者のみの世帯の障がい者を常時
介護する人が、障がい者のために軽自動車を運転す
る場合（週3回以上、1年以上にわたって継続的に軽
自動車を使用すること）

ミナミカラー外宮前スタジオ

各種撮影はおまかせください。

記念日は写真館で♪記念日は写真館で♪

お宮参り・七五三・肖像写真
卒入学・成人記念・マタニティフォト
お宮参り・七五三・肖像写真
卒入学・成人記念・マタニティフォト

http://minamicolor.com/
0596-27-0763

伊勢市本町１５－２

☆格調たかく より美しく☆
各種撮影はおまかせください。各

写宮 五お宮参り・七五五三七 三・肖像写真・お 参り・七・お宮参り・七五三・肖像写真
記念・マタニティフォト・卒入学・成人・卒入学・成人記念・マタニティフォト

よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美しししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆格調たかく より美しく☆

マイナンバー用証明写真承ります。
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情報コーナー

・
市
税
の
滞
納
が
な
い

対
象
事
業　
補
助
金
交
付
決
定

以
降
に
出
展
す
る
商
談
会
な
ど

で
、
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま

で
に
実
績
報
告
が
で
き
る
も
の

※
販
売
を
主
と
す
る
物
産
展
・

即
売
会
な
ど
や
、
市
が
主
催
・

共
催
す
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
出
展
に
要
す
る
小

間
料
に
相
当
す
る
額（
国
内
で

の
出
展
の
場
合
は
上
限
10
万

円
、
海
外
で
の
出
展
の
場
合
は

上
限
20
万
円
）

申
し
込
み　

４
月
１
日
㈮
か

ら
、
申
請
書
・
必
要
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
先
着
順
に
受
け
付
け
、
交
付

決
定
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時

点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合

わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

商
談
会
等
出
展
支
援
事
業

補
助
金

　
市
内
の
中
小
企
業
者
や
中
小

企
業
団
体
な
ど
が
、
販
路
拡
大

や
新
規
需
要
開
拓
の
た
め
に
商

談
会
や
見
本
市
な
ど
に
出
展
す

る
場
合
、
出
展
料
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
、
市
内
に
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
者
、
ま
た

は
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有

す
る
中
小
企
業
団
体・商
工
会・

商
工
会
議
所

・
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
行

っ
て
い
る

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
機
器
の
導
入
に

補
助
金
を
交
付

　
市
で
は
、
消
費
者
の
利
便
性

の
向
上
と
商
業
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
市
内
の
店
舗
な
ど

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
機

器
を
導
入
す
る
事
業
者
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
補
助
制
度
は
、

今
年
度
限
り
の
制
度
で
す
。

対
象
者　
市
内
に
店
舗
な
ど
を

有
し
、
市
区
町
村
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
事
業
者

対
象
事
業　
市
内
に
有
す
る
店

舗
な
ど
に
お
い
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
が
で
き
る
よ
う
、

カ
ー
ド
機
器
を
整
備
す
る
事
業

補
助
対
象
経
費　
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
機
器
の
導
入
に
必

要
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
の
整
備
に
係
る
回
線
契
約

料
、
工
事
費

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の

う
ち
、
市
以
外
の
補
助
金
な
ど

の
額
を
控
除
し
た
額
の
全
額

（
上
限
５
万
円
）

※
機
器
の
設
置
に
着
手
す
る
前

に
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
事
前
に
同
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

予
算
額　
３
０
０
万
円

　
商
店
街
・
商
店
会
な
ど
の
団

体
が
設
置
・
維
持
管
理
し
て
い

る
街
路
・
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
に

設
置
さ
れ
た
蛍
光
灯
な
ど
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
た
め
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

な
ど
の
購
入
費
、工
事
請
負
費
、

委
託
費

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の

３
分
の
２（
上
限
２
０
０
万
円
、

千
円
未
満
切
り
捨
て
）

申
し
込
み　

４
月
１
日
㈮
か

ら
、
申
請
書
・
必
要
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
補
助
の
条
件
や
申
請
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
同
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
に
受
け
付
け
、
交
付

決
定
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時

点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

※
事
業
実
施
前
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

予
算
額　
１
０
０
万
円

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

商
店
街
街
路
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
支
援
事
業
補
助
金

予
算
額　
４
０
０
万
円

広
告
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市
内
の
商
業
や
商
店
街
の
振

興
を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
商
業
環

境
整
備
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に
新

た
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し
、

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。 

　

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

は
、
新
規
性
・
継
続
性
が
あ
る

事
業
で
、
商
店
街
な
ど
の
組
織

の
強
化
、計
画
の
策
定
、個
性
・

魅
力
の
強
化
、
販
路
の
拡
大
、

情
報
の
発
信
、
環
境
の
整
備
な

ど
を
行
う
事
業
で
す
。

※
補
助
対
象
事
業
や
補
助
金
額

な
ど
詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い

合
わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
団
体　
市
内
に
所
在
す
る

次
の
団
体

①
商
店
街
振
興
組
合
、
②
事
業

協
同
組
合（
主
な
組
合
員
が
小

売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
）、
③
商

店
会
な
ど
の
団
体
、
④
商
店
街

連
合
機
関
、
⑤
商
工
会
議
所
、

⑥
商
工
会
、
⑦
公
益
法
人
、
⑧

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

商
業
魅
力
ア
ッ
プ
支
援

事
業
補
助
金

情報コーナー

広
告

私
立
学
校（
①
〜
⑦
の
団
体
と

連
携
し
て
事
業
を
行
う
も
の
に

限
る
）、⑨
ま
ち
づ
く
り
会
社
、

⑩
４
以
上
の
中
小
企
業
者（
小

売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
限
る
）

で
組
織
さ
れ
た
団
体
で
市
長
が

認
め
る
も
の（
団
体
の
代
表
者

お
よ
び
規
約
な
ど
の
定
め
が
あ

る
こ
と
）

※
対
象
団
体
⑩
は
、
一
部
対
象

と
な
ら
な
い
事
業
が
あ
り
ま
す
。

申
請　
４
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭

に
、
申
請
書
・
必
要
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
新
規
性
・
継
続
性
な
ど
を
勘

案
し
た
審
査
に
よ
り
補
助
金
の

交
付
を
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
案
内
・
申
請
書
は
同
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
伊
勢
市
で
は
、
平
成
21
年
10

月
１
日
に
運
用
を
開
始
し
た

「
伊
勢
市
景
観
計
画
」
に
お
い

て
、
市
内
全
域
を
一
般
地
区
、

沿
道
景
観
形
成
地
区
、
重
点
地

区（
内
宮
お
は
ら
い
町
地
区
、

二
見
町
茶
屋
地
区
）の
３
地
区

の
い
ず
れ
か
に
指
定
し
、
良
好

な
景
観
の
形
成
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
建
築
物
の
新
築
・
増
築
や
外

壁
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
行
う

場
合
や
、
宅
地
開
発
な
ど
を
行

う
場
合
な
ど
は
、
景
観
法
に
基

づ
く
届
け
出
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
建
築
物
の
建
築
な

ど
を
計
画
す
る
場
合
は
、
事
前

に
同
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
景
観
計
画
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
同
課
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
重
点
地
区
で
は
、
建
築
物
の

修
景
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
課（
☎
21
５
５
９
１
）

建
物
を
建
て
る
場
合
な
ど

景
観
法
に
基
づ
く
届
け

出
が
必
要
で
す

予
算
額　
７
９
０
万
円

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普

及
拡
大
の
た
め
、市
内
の
住
宅・

事
業
所
な
ど
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
人
に
補
助

環
境
課（
☎
21
５
５
４
０
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
設
備　
発
電
量
10
キ
ロ
ワ

ッ
ト
未
満
の
設
備
で
、
電
力
会

社
に
売
電
す
る
も
の

対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
の
人

で
、
市
が
行
う
普
及
啓
発
活
動

に
協
力
で
き
る
人

・
現
在
所
有
し
て
い
る
ま
た
は

新
築
す
る
住
宅
・
事
業
所
な
ど

に
対
象
設
備
を
設
置
す
る
人

・
未
使
用
の
対
象
設
備
が
設
置

さ
れ
た
住
宅
・
事
業
所
な
ど
を

購
入
す
る
人

補
助
金
額　
１
件
に
つ
き
６
万

円募
集
件
数　
１
５
０
件（
先
着

順
）

申
し
込
み　
工
事
実
施
前
に
、

申
請
書
類
を
同
課
へ

※
受
付
期
間
は
、
４
月
１
日
㈮

〜
平
成
29
年
３
月
17
日
㈮
で
す
。

※
詳
し
く
は
、４
月
１
日
以
降
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
同
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

予
算
額　
９
０
０
万
円
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このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベント情
報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

応募資格市内・周辺市町に在住または勤務している18歳以上の女性で、他の
ミスなどに従事したことがなく、年数回の行事に参加でき、簡単な日常英会
話ができる人　任期３年　募集期間４月１日㈮～５月31日㈫

第７代花みずきの女王を募集
NPO法人咢堂香風「花みずきの女王コンテスト」実行委員会
（☎22-3198〔尾崎咢堂記念館〕）

時４月１日㈮～10日㈰、9:00～16:30（４月４日㈪は休館）　所尾崎咢堂記
念館　内曽爾高原はススキで覆われた草原で、春は一面緑色に、秋はススキ
の穂が陽射しを浴びて銀色に輝きます。四季の写真40点を展示します。

前納満写真展「四季曽
そ

爾
に

高原−曽爾の夕景−」
前納さん（☎24-3662）

時４月１日㈮～５月８日㈰、10:00～16:00（入館は15:45まで）　所国登録
有形文化財 鳥羽大庄屋かどや（鳥羽市鳥羽4丁目3-24）　内いせトピア・サ
ンライフ伊勢の講座からサークルを作り、始められた方々のかわいい小物か
らインテリアまでの作品100点超を展示します。

籐工芸・グループラタン作品展
ラタンサークル・北村さん（☎22-0944）

時４月17日㈰、13:30～　所生涯学習センターいせトピア・多目的ホール
内「ずいずいずっころばし」、「ふるさとの四季」、音楽劇「11ぴきのネコ」
などを演奏します。

伊勢少年少女合唱団 第9回おんがく会
伊勢少年少女合唱団・小山さん（☎28-1615）

時４月24日㈰、12:10～16:00　所生涯学習センターいせトピア・多目的ホ
ール　内吟剣詩舞・大正琴・フラダンス・キッズダンス・民謡・日舞・民踊・
カラオケなどの舞台発表

で愛ふれ愛フェスティバル
いせハンドinハンド・酒德さん（☎22-0288）

時とき　所ところ　対対象　内内容　定定員　料料金　申申し込み
６月１日号＝４月15日㈮　６月15日号＝４月28日㈭掲載申し込み締め切り
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　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント
案内や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費
などの記載のないものは無料です。

みんなの広場

時４月17日㈰～５月15日㈰　所伊勢志摩スカイラ
イン・朝熊山頂展望台　内伊勢志摩の大パノラマが
展開する朝熊山頂展望台において、各種のダンスイ
ベントや太鼓演奏、さらに写真撮影会などを開催し
ます。　料スカイラインの通行料が必要

第4回朝熊山春まつり
三重県観光開発㈱・伊勢志摩スカイライン
（☎059-226-6752）時４月9日㈯～12日㈫、9:00～17:00（最終日は

16:00まで）　所生涯学習センターいせトピア・1
階ふれあい広場　内墨遊会・心墨会・友墨会合同で
会員45名の作品展。墨の濃淡、ぼかし、五彩の輝き、
さまざまな個性あふれる表現をご覧ください。

水墨画・墨彩画合同作品展
墨遊会・大西さん（☎25-0958）

時４月12日㈫・６月14日㈫、13:30～15:30
所いせ市民活動センター　内悩み相談や情報交換。
同じ悩みを持つ家族同士で、支え合っていきましょ
う。お気軽にお越しください。　料200円（会員は
100円）〔資料・飲み物代を含む〕

認知症の人と家族の会のつどい
公益社団法人認知症の人と家族の会三重県支部
（☎059-370-4620）

時４～９月の第２・４火曜日、19:00～20:30　所珪
けい

田
でん

院（朝熊町1436）　内中国語を習ったことのある
方、一緒に勉強しませんか。講師は劉明明さん（皇學
館大学留学生）です。　定15人（先着順）　料月額
1,000円　申事前に同会へ

中国語・中級講座
伊勢嵩

すう

山
ざん

友好会（☎25-3922）
時４月10日㈰、14:00～15:30　所いせ市民活動セ
ンター北館(いせシティプラザ）・２階会議室Ａ　
内ギターのチャリティーコンサートです。今春40
年目の楽器で、若い頃から弾いてきた曲を聴いてい
ただきます。（演奏：広垣進）　定20人　料前売り
700円、当日800円

若き日のギター
伊勢市クラシックギターを楽しむ会
（☎090-5618-4463）

時４月17日㈰、10:00～15:00　内日頃から気に
なっている「歯に関する悩み」に歯科医師が直接回
答します。相談は無料ですので、お気軽にお電話を
おかけください。

歯のこと何でも電話相談
三重県保険医協会（☎059-225-1071）

時５月14日以降の毎月第２・４土曜日、13:30～
15:00・19:00～20:30　所一之木ふれあいセンター
（一之木2丁目9-13・旧一之木保育所）　内秋の外宮奉
納演奏を目標に、団員を募集しています。　料月額
2,000円（別途楽譜代が必要）

伊勢やまだ合唱団 団員募集
伊勢やまだ大学（☎25-5151〔伊勢商工会議所〕）

時とき　所ところ　対対象　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

６月１日号＝４月15日㈮
６月15日号＝４月28日㈭

掲載申し込み
締め切り
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先
  予算額 9,774 万 7千円（市主催分のみ）４月の無料相談

法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、13:30～15:30
所広報広聴課（☎�5515）
対市内に住所を有する人
定８人（先着順）
申相談日の１週間前の月曜日・8:30以
降、広報広聴課へ来所または電話

時４月７日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申３月31日㈭～４月６日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎�2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時４月21日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所（二見ふれ
あいプラザ内）
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申４月14日㈭～20日㈬に、社会福祉協
議会二見支所（☎�5551）へ来所または電
話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時月～金曜日、9:00～12:00・13:00
～16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎�5717）

【司法書士による多重債務相談】
時４月21日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申４月１日㈮・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎�5717）へ電話

交通事故

時４月20日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎�5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報
広聴課へ来所または電話

時月～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政 （国・特殊法人などへの意見・要望など）

時４月12日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎�1111）

時４月19日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎�5515）

時４月26日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎�7858）

人　権

時 ４月14日㈭、13:00～16:00（受け
付けは15:00まで）
所広報広聴課（☎�5515）

時月～金曜日、8:30～17:15
所津地方法務局伊勢支局（☎�6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時４月７日㈭、13:00～16:00（受け付
けは14:00まで）
所広報広聴課（☎�5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎�5709）

一人親

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎�5561）

乳幼児

時月～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎�3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎�7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
１階〕（☎�7894）

就　職

時月・火・木～土曜日、11:00～17:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）
対39歳までの人またはその保護者
問いせ若者就業サポートステーション
（☎�6603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時 月～金曜日、①8:30～17:15・②
8:30～17:30・③8:30～17:30
所①障害者東地域相談支援センター（☎
�4400、FAX�4427）・②障害者西地
域相談支援センター（☎�3009、FAX�
3019）・③障害者総合相談支援センター
「フクシア」（☎�3633、FAX⑳6535）

高齢者在宅介護

時月～金曜日、8:30～17:15　
所東地域包括支援センター（☎�1165）
 　中部地域包括支援センター（☎�2424）
 　南地域包括支援センター（☎�0080）
 　西地域包括支援センター（☎⑳5055）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎�
6012）、双寿園（☎�9231）、白百合園（☎
�1511）、山咲苑（☎�8000）、正邦苑（☎
�1800）、みなと（☎�0811）、楽寿苑（☎
�0050）、二見ふれあいプラザ（☎�
4423）、小俣（☎�1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時４月６日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎�0509）

時４月13日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎�2425）

時４月20日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所〔ハートプ
ラザみその北側事務所棟〕（☎�6617）

時４月27日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所〔二見ふれ
あいプラザ内〕（☎�5551）

登　記

時 ４月12日㈫、13:00～16:00（受け
付けは15:00まで）
所広報広聴課（☎�5515）
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